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会長    佐々木　洋信
一般社団法人 大阪ビルメンテナンス協会

令和の年、
大阪協会の飛躍の年に

　明けましておめでとうございます。令和２年の新春を明るくお迎えのことと、心よりお慶び申し上

げます。会員皆様におかれましては、大阪ビルメンテナンス協会の活動にご理解、ご協力を賜りまし

て感謝申し上げます。

　さて、昨年は「変化、災害に対応した年」と言える１年間であった思います。２月北海道胆振東部

地震の発生、５月天皇陛下即位により「令和元年」に制定、９月千葉県の台風被害で大停電に、10

月大雨による広域な河川氾濫の被害、そして「消費税10%」の実施など、いろいろと思い起こしてお

ります。

　被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。一日も早く穏やかな日々が戻りますようにお祈り

申し上げるばかりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「変化」として、大阪協会では協会事務局の移転があり、現在は土佐堀の地にも慣れ、スムーズに

事業活動を進めております。ビルメンテナンス業界では昨年 11 月から「特定技能試験」が開始さ

れ、全国で 383 名の外国人の受験応募者がありました。厚生労働省では「ビルクリーニング分野」

37,000 名の特定技能での雇用を見込んでおり、今後は特定技能試験の実施が増えてまいります。そ

して、今年より外国（ミャンマー、フィリピン）での技能試験がはじまります。何れも、「人手不足」

を少しでも和らげる手だての一つになればと思います。

　東京では７月に東京オリンピック・パラリンピックが開催されますが、諸問題の課題が残されてい

ます。（一財）建築物管理訓練センター・（公社）全国ビルメンテナンス協会が大会選手村の清掃管理

業務を受託いたしましたが、「人手不足」を心配しており、大阪協会として少しでもお役に立てるよ

う努力する所存でございます。会員皆様のご支援をお願い申し上げます。

　関西、大阪では、2025 年に「夢洲」（ゆめしま）での大阪・関西万博開催が決定し、大阪府、大阪

市が準備室を開設し、万博協会と共有して、今年 6 月の BIE（博覧会国際事務局）総会に向けて最終

の登録申請書を作成している、とお聞きしています。

　大阪協会は特別委員会が大阪・関西万博を担当し、昨年 12 月に準備室、万博協会に開催に向けて

の協力、そして 1970 年の大阪万博の管理業務受注と実施など説明に伺いしました。万博協会に対し

ましては大阪協会主催、「大阪・関西万博説明会」を企画し、講師派遣をお願いして、会員皆様に大阪・
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関西万博の業務実施に参画していだだけるように広報活動を実施していきます。

　今回の大阪・関西万博の開催目的に SDGs（持続可能な開発目標を達成し、産業、文化の発展を目指す）

を取り上げています。大阪協会としても、万博に関わっていくにあたり、この SDGs を学びながら事

業活動に取り込んでいきたいと思います。既に、当協会の環境衛生委員会では経済産業省のセミナー

「関西 SDGs 貢献チャレンジ」に参加し、勉強会を開催しました。そして公益・契約委員会では「社会

貢献セミナー」において「SDGs とは何か」をテーマに講演会を開催いたしました。他の委員会の活

動にも SDGs17 の目標を１つずつでも理解し、取組むよう大阪協会全体で進めて参ります。

　また、万博と同時に「IR」（カジノを含む統合型リゾート）の計画がでております。昨年 11 月に大

阪での開催希望 IR 企業の説明会があり、大阪協会として参加しました。IR 企業の協力業者の選定は、

まだ計画段階であり、残念ながら具体的内容は示されていませんでした。６月に企業決定する予定で

すが、開催時期が問題になっており、万博開催の前年 2024 年に部分的開業を目指す方針が出されて

います。大阪協会は IR 開業に対して、会員企業の代表としたスタンスで情報収集と提供を行ってい

きたいと思います。　

　大阪・関西万博、IR は、確かに明るい話題ではありますが、他方「人手不足」、「最低賃金の上昇」、「請

負金額の改定」などの諸問題が累積し、大きな経営負担になっております。大阪協会は会員皆様の悩

みを少しでも軽減できるような情報を提供し、ヒントになる講習、講演会を実施いたします。

　令和の年に向けて「会員のための協会」を目指し、役員一同、努力してまいりますのでご支援を賜

りますようお願い申し上げます。本年もよろしくお願いいたします。

　会員皆様のご多幸、ご健勝をお祈り申し上げまして年頭のご挨拶とさせていただきます。
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吉村　洋文
大阪府知事

令和2（2020）年
大阪府知事年頭所感

　新年あけましておめでとうございます。
　一般社団法人大阪ビルメンテナンス協会の皆様には、つつがなく新年をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。
　佐々木会長をはじめ貴協会の皆様には、日ごろより大阪府の建築物衛生行政に格別のご理解とご協力を
いただき、厚くお礼申し上げます。　
　
　昨年４月の知事就任以降、大阪市長としての経験も活かし、成長をさらに加速させるとともに、大阪の成
長が府民の皆さまの豊かさにつながるよう、府政を前に進めてきました。昨年は、G20 大阪サミットの成功や、
百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を通じ、世界の中で大阪の存在感を示す基盤が整いました。

　東京オリンピック・パラリンピックが開催される今年は、大阪にとっても未来を決めるターニングポイント
です。日本の将来に大きなインパクトを与える 2025 年大阪・関西万博や統合型リゾート（IR）の準備に万
全を期さなければなりません。また、新たな大阪の都市の形を問う大阪都構想について、年内の住民投票
をめざしています。

　大阪都構想とは、広域行政の司令塔を大阪府に一本化し、都市インフラの整備などをスピード感をもっ
て進めることにより、大阪の成長を加速させるとともに、住民に近い特別区を設置し、よりきめ細やかな住
民サービスを提供することをめざすものです。大阪の持続的な発展には不可欠な制度であり、皆さまの理
解を得て大阪都構想が実現するよう、全力を注ぎます。

　こうした制度面での取組みとあわせて、政策面からも、成長と安全・安心のよき循環をゆるぎないものと
していきます。
　2025年万博を、世界中の人が驚く、未来社会を先取りしワクワクする万博にするために、地元パビリオ
ンの出展などの準備を本格化させます。万博のテーマである「いのち輝く未来社会」は、「誰ひとり取り残
さない持続可能な世界の実現」をめざす、まさに SDGs が達成された社会です。ますます高齢化が進む大
阪において誰もがいきいきと長く活躍できる「健康寿命の延伸」や「10 歳若返り」の実現、子どもの貧困
対策、サミットで共有された「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を踏まえた海洋プラスチックごみ対策な
どに取組み、世界の先頭に立って、SDGs に貢献する先進都市をめざします。

ごあいさつ
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　最先端技術のショーケースとなる万博の開催や超高齢社会の進展を見据え、AI、IoT などの先端技術を
活用し、府域全体のスマートシティ化を進めます。住民に近い市町村と地域課題を解決できる民間企業を
つなぐことにより、住民の生活の質（QoL）の向上や都市機能の強化を図り、豊かで利便性の高い都市生
活の実現をめざします。

　万博会場でもある、大阪・夢洲に、世界最高水準の成長型 IR を実現するため、いよいよ今年は、事業
予定者を選定していきます。あわせて、ギャンブル等依存症などの懸念事項への対策に万全を期し、大阪
が確実に国によって選ばれるよう、最善を尽くします。

　健康・医療関連産業の世界的なクラスター形成をめざし、彩都、健都に続き、中之島４丁目において未
来医療国際拠点の形成を進めています。拠点の運営法人を民間企業等とともに設立したところであり、引
き続き、拠点機能の具体化を図ります。加えて、革新的なイノベーションにより大阪産業の成長を担うスター
トアップへの支援にも力を注ぎ、さらなる成長軌道への押し上げを図ります。

　将来を担う人への投資である教育は、無償であるべきというのが、私の考えです。一人ひとりの子どもた
ちが置かれている環境に関わらず、進学をあきらめることなくチャレンジできるよう、そして大阪で子育て
をしている世帯への支援として、今年４月から、大阪府立大学・大阪市立大学の授業料などを無償化する
制度を開始します。既に私立高等学校の授業料無償化は実施しており、大阪の子どもたちには思う存分チャ
レンジしてほしいと思います。

　持続的な成長のためには、府民の皆さま一人ひとりの生活が充実することが不可欠であり、その基盤と
なるのが安全・安心の確保です。
　府内の児童虐待相談対応件数は増加傾向にあり、全国的には虐待による死亡事案も発生している中、子
どもの命を守ることは喫緊の課題です。虐待の予防、早期発見、子どもの保護や保護者の支援など、オー
ル大阪で「重大な児童虐待ゼロ」の実現をめざします。

　あわせて、性別や年齢、障がいの有無、国籍などに関わらず、誰もが安心して暮らし、生涯を通じて心
身ともに健康で活躍できる環境整備を進めます。昨年制定した条例に基づき、性的指向及び性自認の多様
性に関する理解の増進や、ヘイトスピーチの解消の推進に取組みます。

　近年、地球温暖化といった気候変動の影響により、災害が激甚化しており、昨年も度重なる台風などに
より、全国で大きな被害が発生しました。いつ起こるか分からない災害に備え、着実にハード対策を進め
るとともに、昨年導入した災害モード宣言の運用などのソフト対策を組み合わせ、災害対応力を高めていき
ます。

　2025年、そして、その先の将来に向けて、「世界の中で躍動し、成長し続ける大阪」の実現をめざして
まいります。皆さまの一層のご理解とご協力をお願いいたしますとともに、一般社団法人大阪ビルメンテナ
ンス協会の益々のご発展と、本年が皆さまにとって実りあるすばらしい年となりますようお祈りいたします。
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　松井　一郎
大阪市長

令和2（2020）年
大阪市長年頭所感

　あけましておめでとうございます。 

　一般社団法人大阪ビルメンテナンス協会の皆様方には、健やかに新春をお迎えのことと、心よりお

喜び申しあげます。 

　平素から、環境衛生の向上はもとより、市政の各般にわたり格別の御理解、御協力を賜り、厚く御

礼申しあげます。 

 

　一般社団法人大阪ビルメンテナンス協会におかれましては、正会員及び賛助会員あわせて 260 社

を超える企業が結束し、積極的な情報発信と委員会・専門部会の開催による人材育成等を通じて、国

際交流の活発化や災害対策の重要性を見据え、より衛生的で快適な都市環境の確保や、昨年、大阪府

と締結された「災害時における環境衛生管理及び防災活動への協力に関する協定」におかれましても、

災害時の指導役、支援役として社会貢献活動に意欲的に取り組み、地域の公衆衛生の向上に御尽力い

ただいておりますことは誠に意義深く、佐々木会長をはじめ、関係の皆様方の御熱意とたゆまぬ御努

力に深く敬意を表します。 

 

　昨年 10 月には、台風 19 号による大雨により、関東甲信地方や東北地方では、人的被害のほか、

河川の氾濫による浸水、土砂災害や交通網の遮断といった甚大な被害が発生し、本市では、市営住宅

の無償提供や職員の派遣などの被災地への支援を実施しました。 

　自然災害が発生した際には、都市部の大型ビルは優れた耐震性能、備蓄・貯水機能等を有するため、

防災拠点や帰宅困難者の避難場所としての活用が期待されており、重要度は非常に高いといえます。

有事の際、その性能、機能を幅広く提供するためには、平素からの充分なメンテナンスを行うことが

不可欠となります。 

　引き続き、皆さま方には、大阪のビルメンテナンス業界で中心的な役割を担い、安全・安心な市民

生活を支えることはもとより、観光や産業の分野においても、衛生的で快適な環境づくりの先導役と

して、御活躍されますことを期待申しあげます。

ごあいさつ
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　本市におきましては、昨年の 6 月に、わが国で初の G20 サミットが開催され、サミットで確認さ

れた地球規模の環境課題を踏まえ、気候変動対策や循環共生型社会の形成などに取り組み、環境と成

長の好循環を推進してまいります。また、サミットが成功裏に閉幕したことは喜ばしく、開催を支え

てくださった皆様方に心から感謝申しあげます。今回のサミットを通じて、食、文化、技術力など、

大阪・関西の魅力を世界へ発信できたと思っており、この成功を一過性のものに終わらせることなく、

2025 年大阪・関西万博や、MICE 誘致などにつなげて、大阪経済のさらなる発展、国際都市大阪と

しての成長を図っていきたいと考えております。 

　2025 年に開催される大阪・関西万博につきましては、大阪・関西の経済発展に大きな効果が得られ、

大阪の魅力を全世界に発信できる絶好の機会です。その成功に向けて、実施主体となる「公益社団法

人 2025 年日本国際博覧会協会」と連携して開催準備を進めてまいります。 

　さらに新たな国際観光拠点をめざす夢洲で、世界最高水準の成長型 IR( 統合型リゾート ) の誘致の

実現を目指し、「2025 年大阪・関西万博」との相乗効果に期待して大阪の成長の起爆剤としていきた

いと考えております。 

 

　また、今後の本市の市政運営について、これまで府市一体の改革を推進し、「豊かな大阪」の実現

に向けて取り組んできた流れを、持続可能で確かなものとしていく必要があり、この間、「大阪市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「市政改革プラン 2.0」を取りまとめ、今後取り組んでいく方

向性を明らかにし、着実に取り組みを推進してきたところです。本年も引き続き、大阪の成長や市民

サービスの拡充のための政策推進と、市民の満足度向上を目指した市政改革について、着実に取り組

むことで、その成果をより一層市民に行きわたらせ、また、政策の推進にあたっては、持続可能な開

発目標（SDGs）の要素を最大限反映し、SDGs 達成に向けた取り組みを推進していくこととしていま

す。さらに、大阪の成長、市民サービスの拡充、財政基盤の安定を未来において確かなものとし、都

市機能の充実や、それを支える制度づくりに向け、「副首都ビジョン」による取り組みを進め、副首都・

大阪の確立をめざしてまいりたいと思います。 

　これからも皆様との対話を重視し、市政運営に全力で取組んでまいりますので、御理解、御協力を

賜りますよう、よろしくお願いします。 

 

　結びにあたり、一般社団法人大阪ビルメンテナンス協会の今後ますますの御発展と会員の皆様方の

御健勝、御活躍を心からお祈り申しあげまして、新年のごあいさつといたします。 
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大型複合ビルにおける
IoT×AI の最新トレンド

式会ࣾג /TT フΝγリςΟーζ
Χスλマーιリューγϣンຊ部 ֗ͮ Γ͘ਪਐ部

小牟田　保

ಛ集

̍ɽビルの大型Խͱ複合Խ

　東京駅周辺においては、2015 年から 2025 年の
10年間でオフィスビルが約 150 万㎡新築されるとい
われている1)。また、図 1 に示すように、大阪市内に
おいても、市内を中心に約 50 万㎡建設される予定が
ある。
　新築ビルの多くは大型で、2024 年度に大阪駅北
地区で竣工予定の「うめきた２期」は、図２に示す
ように、ホテル、オフィス、商業施設、住宅を含み、
北地区、南地区あわせて、約 60 万㎡になる大規模
開発である。
　ビルの大型化・複合化の背景には、政府・行政機
関の「国際競争力のある魅力的な都市環境の整備を

図1　大阪市内ビジネス地区のオフィス市況1)

はじめに
　東京や大阪など大都市部では、オフィスビルの建設計画が進んでいる。多くの新築ビル
は、政府や地権者の思惑もあり大型かつ複合用途となる。そのようなビルは、多種多様な
利用が行われるうえに、24 時間・365 日にわたり運営される。サイバーセキュリティ
のような新たな脅威も迫る中、大型複合ビルを安全・快適に、かつ省エネルギーを実現で
きるよう管理・制御するためには、高いスキルを有した技術者が多数必要となる。労働者
不足が叫ばれる中、ビルのサービス品質を高いレベルに保ち、ビルの価値やブランドを守
るためには IoT × AI の活用は不可避であると言える。
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大型複合ビルにおける
IoT×AI の最新トレンド

したい」という思いと、地権者の「収益性を向上さ
せたい」という思いのふたつがある。地権者が “ 高
い国際競争力 ” や “ 街のにぎわいの向上 ” “ 高度な防
災対策 ” 等を実現することで、政府・行政機関から都
市再生特区制度などによる容積率緩和といった規制
緩和が認められることが多く、結果的としてビルが大
型化・複合化していると言える。

̎ɽ大型複合ビルの՝

　ビルが大型化・複合化することで、これまでとは異
なる観点の様々な課題が出てくると考えられる。

2.1　ビルサービスの課題
　大型化すると、入居者や利用者の数が増大し、エ
レベータの運行、トイレ、食事スペースなどが大きな
課題となり、エレベータやトイレに関するクレームが
多くなる。特に近年では、トイレの個室の不足が問題
であり、ターミナル駅や百貨店などでは、トイレの混
雑状況を Web で発信するサービスも増えている。ビ
ルが大型化・複合化すると、これらの課題は、ますま
す深刻化すると考えられる。さらに、大型複合ビルで
は、様々なイベントが開催されることもあり、想定を

図2　うめきた２期3)

超える混雑が想定した場所以外で発生し、場合によっ
ては単なるクレームではなく事故を引き起こす可能性
があると言える。

2.2　ビルの運用体制の課題
　ビルの運用体制に関する課題も無視することがで
きない。ビルの日常管理は、中央監視室で集中的に
行われる。ビルが大型化・複合化しても、その役割
は変わらないと考えられるが、ビルが大型化しても、
中央監視室の面積やビル管理に従事する管理者が十
分に増加することは少ないのが現状だ。
　ビルが大型化すると、監視カメラ、温度や電力量
など監視するポイントは比例的に増大する。また、複
合化することで、様々なビルサービスに対応するシ
ステムが増えることになる。特に、 近年では、IoT

（Internet of Things）に代表されるように、多くの
センサーや機器がネットワークにつながれ、常時大量
の情報を発信している。これらの監視管理に必要な端
末が、“ 所狭し ” に設置された部屋で、ビルの管理業
務を効率的に行うことが必要となる。
　また、24 時間ビルが運営されることも多く、中
央監視室に入る連絡や要望は多岐にわたるため、ス
キルの高い管理者を常駐させる必要がある。しかし、
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昨今の労働人口の減少から、スキルや経験値の高い
ビル管理者が適切な人数だけ常駐できる体制を構築
することは難しいと言える。

2.3　ビルの管理・マネジメントの課題
　前述のとおり、大型複合施設では、大量の情報が
日々収集され蓄積されており、それらを有効活用し
て、最適なビル管理・マネジメントを行う必要があ
る。しかし、スキルや経験値の高いビル管理者が少
ないこともあり、クレームや事故を避けるため、空
調や照明などビル設備を過剰に運転したり、必要以
上に早く機器や部品を取り換えることがおきる。結
果的に、エネルギーや修繕費用が過剰となり、ビル
運用の収益を悪化させる可能性がある。

̏ɽビルͱ IoT ʷ AI 活༻

3.1　IoT 
　IoT（Internet of Things） は、1999 年にケビ
ン・アシュトンにより提唱者されたと言われる。官
民データ活用基本法では、「インターネットに多様
かつ多数の物が接続されて、それらの物から送信さ
れ、又はそれらの物に送信される大量の情報の活用
に関する技術であって、当該情報の活用による付加
価値の創出によって、事業者の経営の能率及び生産
性の向上、新たな事業の創出並びに就業の機会の増
大をもたらし、もって国民生活の向上及び国民経済
の健全な発展に寄与するもの」と定義されている。

3.2　人工知能（AI）
　人工知能（AI : Artificial Intelligence）の歴史は
古く、その提唱者はジョン・マッカーシー (1956 年）
と言われる。その定義も時代により様々であるが、官
民データ活用基本法では、「人工的な方法による学習、
推論、判断等の知的な機能の実現及び人工的な方法

により実現した当該機能の活用に関する技術」と定義
されている。図 3 に AI の系譜を示す。昨今の AI は、
第三次 AI ブームと言われ、「学習する人工知能」と
位置付けられるとともに、ディープラーニング（深層
学習）が注目されている。ただし、AI は万能ではなく、
適切に利活用するためには、図4のように AI が「得
意なこと」・「不得意なこと」と留意点を知る必要があ
る。

3.3　ビルにおける IoT×AI 活用方法
　ビルでは、各種センサーから得られたデータは、ゲー
トウェイやコントローラを介して自動制御に用いられる
とともに、クラウド等に記録される。AI は記録された
データを分析し、その結果は適切にビルにフィードバッ
クされる（最適制御）。ビルにおける IoT×AI 活用の
イメージを図 5 に示す。IoT を活用することで、多種
多様な機器を同じネットワークに接続し、大量の情報

図3　AI の系譜

図4　AI が「得意なこと」・「不得意なこと」と留意点
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大型複合ビルにおける
IoT×AI の最新トレンド

̐ɽビルにおける IoT ʷ AI の
　　活༻のྫ

4.1　「快適性・省エネを両立」した事例
　従来のビルでは、ビル管理者が巡回やセンサー値
を確認しながら、利用状況に応じて室内環境を制御
してきた。この手法では、ビルの室内環境やエネル
ギー性能は、ビル管理者のスキルに依存する部分が
大きく、ビル管理者の負担が重くなる。そこで弊社
は、図 6 に示すように、従来の空調制御に加え室内
環境と連動して自動制御できる装置をビルに設置す
るとともに、ビルの状態や制御の履歴情報をもとに、
遠隔地のエキスパートが、その装置を最適にチュー

図5　ビルにおける IoT×AI 活用

図6　「快適性・省エネを両立した」事例

を収集するとともに、相互連携が可能となる。AI の
活用により、大量の情報を瞬時に分析・判断し、適
切にビルを運用することで、ビルの管理や運用を最適
化することが期待されている。

ニングできるようなシステムを構築した。導入した効
果を図 7 に示す。図より、室内温度を 27℃に保ちな
がら、導入前（2013 年）に比べ、導入後（2014 年）
のほうが約 37％のエネルギー消費量を削減できたこ
とがわかる。

4.2　「快適性・省エネ・省稼働を両立」
　　　した事例
　従来のビルでは、画像や室温など、カメラやセン
サー値をもとに「現在」の状態をもとにビル運用をお
こなってきた。一方で、ビルには空調設備制御のよう
に、制御の効果が顕れるのに時間遅れが伴うものが多

図7　「快適性・省エネを両立した」効果

図8　予測制御による空調制御の概念
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̑ɽビルのαΠόーηΩュリςΟ

　ビルシステムや各種センサーが IP ネットワーク
に対応すると、外部と接続してビルサービスを提供
するため、一般の OA 機器やサーバーなど業務用シ
ステムと同様に、外部からのサイバーセキュリティ
攻撃によりビルシステムが停止するリスクが拡大す
ることになる。実際に図12に示すような事例が海
外では多数報告されている。国内では幸いにも大
きな被害は報告されていないが、日本においても、
2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの開
催を控え、ビルシステムへのサイバー攻撃によるビ
ルの安全性に対するリスクが顕在化しており、業務

く、そのような設備の運用や制御には、「現在」 で
はなく「未来」を予測した制御が大変有効である。
予測による空調制御の概念を図 8 に、主要なロジッ
クを図 9 に示す。予測制御では、
① 人流センサーにより計測された人流の計測値と
　天気予報から、翌日の人流を予測する AI
② 人流、室温計測値、空調動作履歴から室内温度を
　予測する AI
により空調制御を実行する。
これにより、人が不在となる時間帯は空調機を停止で
きるだけでなく、次に人が存在する時には、快適な
環境にすることが可能となる。導入した効果を図10
に示す。図より、高い精度で室温が予測できている
ことと、約 17％のエネルギー消費量を削減できたこ
とがわかる。

図11　人流予測の活用イメージ

図10　予測制御の効果

4.3　 ビル管理における IoT×AI の
　　　 活用期待
　ビル管理における IoT × AI 活用の中で最も有効
かつ応用性が高い技術に "入居者の位置や人流の検
知" がある。「いつ」「どこに」人がいるか、が明確
に検知できれば、様々なサービスと連携し、利用者
に対して、快適なワークプレイスをストレスフリー
に提供することが可能となる。4.2 で示すようにこ
の情報を設備の運転制御に適用することは、省エネ
ルギーの観点から非常に有効な施策である。それ以
外にも、図 11 に示すように様々な場面にも適用で
きると考えられる。

図9　予測制御のロジック
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空調システムへの可用性攻撃
用システムと同様に、ビルのサイバーセキュリティ
対策の重要性が高まっている。

5.1　ビルシステムの脆弱性と原因
　サイバーセキュリティの観点から見たビルシステ
ムの特徴を以下に述べる。
① ライフサイクルが長い
　空調やエレベータなどのビルシステムの寿命は、受
注管理システムなどの一般的な業務用システムに比
べ圧倒的に長く、10 年～ 15 年ともいわれる一方。
ICT の技術革新は著しく、今では問題ないことであっ
ても、数年後にはタブーとなるようなことが頻繁に起
きている。OS やファームウェアのアップデート間隔
やサポート期限も短くなる傾向にある。一般の業務用
機器は数年後ごとに更新されるため、それに合わせ
て技術革新に追従することが可能であるが、ビルシス
テムでは非常に難しい。
②		ビルオーナーやビル管理者のスキル
　一般的に業務用システムの管理主幹が情報管理部
門であるのに対し、ビルシステムの管理主管は総務部
門であることが多く、実際のビル管理業務を行うビル
管理会社も含め ICT や情報セキュリティのスキルを備
えていない場合が多い。さらに、ビル設備メーカーや
施工業者も同様であることが多く、ビルシステムのセ
キュリティに関する不安や懸念を相談する先がない。
③	相互接続を意識していないシステム開発
　ビルシステムは、外部ネットワークや、他社製品
とつなぐ想定をしていないシステムが多く、そのよ
うなシステムの場合、インターネットへの接続を想
定していないため、Windows や LINUX 系の OS
を使っているにも関わらず、OS やウイルス対策ソ
フトのパターンファイルをアップデートすることが
できない。そのようなシステムに対し、ユーザーが
不用意に USB メモリや PC を接続し、他のシステ
ムと接続することでウイルスに感染するケースが見
受けられる。 図12　ビルにおけるサイバー攻撃と被害の例

ホテル管理システムでのマルウエア攻撃

オリンピックスタジアムへのサイバー攻撃

空調システムを介したPOSシステム侵入

石油パイプラインのサイバー攻撃

暖房と給湯を制御するシス
テムが DDos 攻撃を受け 2
棟の集合住宅で供給が停止

（2016 年フィンランド）

ホテルの電子キーシステム
がランサムウェアに感染し、
宿泊客が自室に入室できな
くなった。

（2017 年オーストリア）

開会式中に電力供給にか
かわる監視制御システム
を標的にした攻撃を確認

（未遂）
（2012 年イギリス）

空調システムを介してPOS
システムがマルウェアに感
染しクレジットカードと顧客
情報が漏洩

（2013 年アメリカ）

監視カメラの脆弱性を利用
して攻撃者がプラントを不
正操作し爆発させた。警報
装置や監視カメラセンサー
も停止

（2008 年トルコ）
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̒ɽ·ͱΊ

　IoT× AI 技術には、ビルだけでなく入居者のワー
クスタイルにまで踏み込んだトータルなマネジメン
トの効率的な実施や、ビル内外の様々な情報を活用
した予測とそれを活用した最適制御が期待される。
特に、大型化・複合化するビルにおいては、IoT ×
AI 技術の積極的な導入は、有スキル者・ビル管理者
が不足する中、サービス品質を高いレベルに保ち、
ビルの価値やブランドを守るためにも非常に重要で
あると言える。

5.2　ビルのサイバーセキュリティ対策
　ビルのサイバーセキュリティ対策は、業務用シス
テムの対策と基本的に同様である。一方で、空調機
や照明機器が壁にあるスイッチで制御できてしまう
ことも事実である。
　高度な情報セキュリティ対策を施したとしても、
だれでも操作可能な位置にスイッチや電源のブレー
カーがあるとすれば、せっかくの対策が無駄になっ
てしまう。　ビルのサイバーセキュリティ対策では、
目的を明確にしたうえで、扉の鍵管理など物理的な
要素まで加味した総合的なセキュリティ対策を立案
する必要がある。図13にビルサイバーセキュリティ
対策の手順を、図14に監視制御手法を示す。

図13　ビルサイバーセキュリティ対策の手順

図14　ビルサイバーセキュリティの監視制御
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����大ࡕɾؔສതの
ޭにけͯ

2018 11݄ 23　パリで։͞࠵Εた#I&૯ձで2025ࡍࠃതཡձのຊ։ܾ࠵ఆ

ಛ集

大阪府اࡦը部万博協ྗࣨ

2018（ฏ 30）年 11݄ 23 日に、フランスのパリで開催された BI&（തཡ会
国際事務ہ）総会において、2025 年国際തཡ会の日本（大阪・関）での開
催がܾ定しました。
　これまでզが国では、合̑ܭ回の国際തཡ会が開催されましたが、ొ録തཡ
会（国際തཡ会約に基ͮく、総合的なテーマを取りѻう大規模な国際തཡ会）
の開催は、1970 年の「大阪万ത」、2005 年の「Ѫ知万ത」に次いで̏回目と
なります。
　本ߘでは 2025 年大阪・関万തの開催意義や༠க活動の経Ңと、万തの
ޭに向けた現在の取みなどについて介させていただきます。
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����େࡕɾؔສത開࠵の意ٛ

　万തには、圧倒的なٻ心力や発信力、ੈ ք中の人々
の出会いやަ流を生み出す力があります。大阪・関
のポテンシϟルを活かして、新たな技術やサービスを
生み出す、まさに「未来社会の実験場」、イϊベーショ
ンをڞ創するઈの機会です。
　大阪・関には、ライフサイエンス関連のڀݚ機
関・ا業が数多く集積しており、万തを開催し、ੈք
の課題ղܾにつな͛ていくポテンシϟルが十分備わっ
ています。例えば、ੈքで注目されている再生ҩྍ

分では、京都に iPS 所や、大阪には大ڀݚ๔ࡉ
阪大学や国立॥環器පڀݚセンターがあります。ま
た、健߁・長寿に関連する産業は、ҩྍだけではなく、
住宅、Ո電、そして食品など、多様な分との༥合
により、極めていすそを有しています。
　万തが新たなࢿ機会となって、大阪・関に人
もا業も集まり、様々なイϊベーションや新たなビジ
ネスが生まれることが期待されます。

　大阪・関・日本発の༏れた技術やڧみは、్上
国を含Ήੈքの課題ղܾに寄与でき、これまでもެ
ऺӴ生や環境保ޢなど、෯い分でੈքにݙߩし
ています。ੈքの人々が安全・安心な生活を実現し、

安定的な経済長を図る上で、Պ学技術によるイϊ
ベーションは不可ܽです。
　これらは万തの理念とيを一にし、ੈք的な課題
である SD(s のୡにも寄与するものと考えていま

	 ᾜ 
 Πϊϕーγϣンのڞ

	 ᾝ 
 4%(T のୡ成にد༩
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����
大ࡕɾؔສതのޭにけͯ

す。この SD(s は、2015 年に国連で࠾された「࣋
続可能な開発のための 2030 アジェンμ」に͛ܝ
られたもので、先ਐ国を含Ή国際社会全体の開発目
標として、2030 年を年限とする۩体的な 17 の目

標が示されています。
　2025 年の万തの༠கに際しては、SocietZ5.0
を鍵とした SD(s のୡへのݙߩというզが国のૌ
えが高くධ価されました。

ଓ可な։ൃඪʣ࣋るS%(Tʢ͛ܝ࿈がࠃ

　万തは日本の魅力をੈքに発信するઈの機会で
あり、開催地である大阪・関だけでなく、日本各
地を๚れる観ޫ客の増加が期待されます。万തを開
催する経済効果は、会場建設によるࢿ、運営に加
えて、ަ௨、宿泊、ҿ食、ങい物などの消費ࢧ出な
どが相まって、経済及効果は全国で約２ஹԁとࢼ
されています（2017ࢉ 年݄̐ 経済産業省「2025
年国際തཡ会検౼会報告ॻ」）。
　加えて、万തのコンセプトに関わる分の市場の

৳長やا業のࢿ、関連する大規模イベントの開催
等の༠発効果の発生も大いに期待されるとこΖです。
　こうしたことから、2025 年大阪・関万തこそが、
2020 年の東京オリンピック・パラリンピック後もզ
が国が長を࣋続させていくためのʰ次の一手ʱで
あると考えています。今後、開催される国際イベント
や、インフラ整備などの国Ո的なビッグプロジェクトと
相まって、万ത開催はզが国の࣋続的な長につな
がるものと確信しています。

	 ᾞ 
 ੈքのൃ信ͱࡁܦޮٴՌ
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	 ᾜ 
  大阪府におけるܦ౼ݕҢ

	 ᾝ 
ͱ౼ݕにおけるࠃ   BIE のཱީิ

　大阪府における 2025 年の万ത༠கの検౼は、
2014（ฏ 26）年に࢝まりました。2015（ฏ
27）年には、開催の可能性を検౼するため、ઐ門
Ոをަえ、万തの意義や課題整理を行いました。こ
の中で、万തは、大阪はもとより日本の長にもࢿ
する等の効果が見込まれること、開催に向けた機運
ৢが必要であること、開催想定時期が 2025 年
であることからएい人ୡの考えをฉく必要があるこ
となど、様々な課題がࢦఠされました。

　その後、府と経済քは、地ݩとして、開催地も
含めた基本構想を作するため、2016（ฏ 28）
年݄̒に検౼会ٞを立ち上͛、۩体的なٞ論をス
タートさせ、同年 11 ݄に、「人ྨの健߁・長寿へ
のઓ」をテーマに、会場を大阪ྟ海部の人工ౡ・
ເऱ（Ώめしま）とし、3000 万人ఔ度の来場者を
見込んだ基本構想の大阪府案をまとめ、政府に提出
しました。

　この大阪府案を基に、国では、関省ி、経済ք、
有ࣝ者と大阪府知事等をメンバーとする「2025 年
国際തཡ会検౼会」を発足させました。2017（ฏ
29）年݄̐には、「大阪府においてh いのちًく未来
社会のデザインʱというテーマでやかに立ީิする
ことを期待する」ࢫの報告ॻがとりまとめられました。
　これを受け、2017（ฏ 29）年݄̐11日に、立

ީิに関するֳٞྃղがなされ、同年݄̐ 24 日 BI&
に立ީิをਃしました。
　立ީิにあたっては、طにフランス（パリ）が立ީิ
をਃしており（後に取り下͛）、立ީิక切日には
ロシア（エカテリンブルグ）とアθルバイジϟン（バクー）
がਃしました。

#I& への立ީิਃʢ2017݄̐ʣ

༠கʹࢸΔܦҢ
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����
大ࡕɾؔສതのޭにけͯ

	 ᾝ 
ӡख़成ػࠃ  

	 ᾜ 
 ւ֎ϓϩϞーγϣン活動

　オールジϟパンで万തを༠கするため、官民連携
の全国৫として、2017（ฏ 29）年݄̏に「2025
日本万国തཡ会༠கҕһ会」が設立され、大阪府万
ത༠க推ਐ室内に事務ہを設置しました。会長には

日本経済ஂ体連合会会長（現໊༪会長）に就ݪࡗ
いただき、国、自࣏体、経済քが一ؙとなって様々
な༠க活動を展開しました。

༠க׆ಈのܦҢ

　立ީิਃ以߱、BI& 総会やカザフスタンで開催
されたアスタナതཡ会、TICAD( アフリカ開発会ٞ )
や、国連の SD(s フΥーラムなど、様々な国際会
ٞにプロモーションஂをݣし、BI& 加ໍ国に対し
て日本への࣋ࢧを働きかけました。

　また、BI& 加ໍ国の要人・政府関者を大阪・関
にটへいし、大阪・関で万തを開催する意義を
આ明するとともに、会場予定地の視等をみ合わ
せて、日本への࣋ࢧをૌえました。

χューϤークࠃ࿈ຊ෦でのP3ʢ2018݄̓ʣ

　2017（ฏ 29）年݄̒にロΰマークをܾ定し、
それ以߱、主要駅など多くの方々が目にする場所に
おいて、ポスター、の΅りなどを活用して、機運の

ৢに向けた P3 に積極的に取りみました。特に、
民間ا業においては、మಓ会社ではラッピングྻं、
空会社ではラッピングඈ行機、また、バス・タクߤ

��



༠கアンバサμーのμウンタウンによる御ಊےランウΣイでのP3ʢ2017 11݄ʣ

ラッピンάτラック

シーにもステッカーܝ示などに取りんでいただき
ました。また、他のライバル国を圧倒するような༠
க機運のり上がりを۩体的な数ࣈで示すために、
༠கҕһ会の会һొ録やॺ໊活動などࢍ同者の拡
大に取りみました。その結果、2018（ฏ 30）
年݄̏の BI& 調ࠪஂの来日時に、ࢍ同者は 100 万

人をಥഁ、最ऴ的には 134 万人にୡし、開催に向
けた意を十分示すことができました。
　また、大阪府内のすべての市ொଜのٞ会、全国す
べての都ಓ府ݝのٞ会で万ത༠கに向けたܾٞをい
ただき、それらのஂ体数は 277 ஂ体となりました。

2�



����
大ࡕɾؔສതのޭにけͯ

৽װઢं内σッキへの༠கP3ステッΧーのܝग़

ラッピンάඈػߦ

ラッピンάྻं

　前述のとおり、2018（ฏ 30）年 11 ݄ 23 日に、
2025 年国際തཡ会の開催国をܾ定する BI& 総会
が開催されました。ථに先立ち、最後のプレθン
テーションが行われ、安ഒ総理のビデオメッセージ
や、ੈߞ経済産業大ਉ（当時）らによるスピーチを

௨じて、日本の三つの約ଋとして、
① 4%(T ୡにݙߩするສതにする͜と
するສതに「（$o�DSFBUJoO）ڞ」とࠃՃࢀ②

する͜と
ᶅ安৺安全で快適なສതにする͜と 

開ܾ࠵ఆͱ開࠵४උのணख
ʢᾜʣ 2025 年ࡍࠃ博ཡ会のຊ։ܾ࠵定

2�



ʢᾝʣ万博の成功にけて

をڧ調するとともに、大阪・関はੈքをܴする
४備ができていることをアピールしました。
　ථの結果、日本は第̍回目のථで必要となる̏

　2025 年国際തཡ会の開催国が日本にܾ定したこ
とを受け、2019（ฏ 31）年݄̍ 30 日、2025
年日本国際തཡ会ڠ会が設立され、中経ஂ連会長
が同ڠ会会長に就されました。また、関及び全
国の経済ஂ体のトップに加え、関Ҭ連合のҪށ
連合長にも෭会長に就いただきました。ڠ会は、
一般社ஂ法人として設立後、2019（ྩ和ݩ）年 10
݄に国からެ益認定を受け、ެ益社ஂ法人へとҠ行
し、ۚࢿ調ୡをԁに行うこととしています。
　また、万തを徴するロΰマークの一般ެืが
2019（ྩ和ݩ）年 11 ݄から 12 ݄にかけて行わ

分の２にはಧかなかったものの過数を֫得し、さら
に、後に行われた第２回目のථでは過数となる
92 ථを֫得し、日本での開催がܾ定しました。

れました。今後、৹ࠪ等を経て、2020（ྩ和２）
年य़ࠒにはロΰマークがܾ定する予定です。
　万തの開催は、昨年݄̒に大阪で開催された (20
大阪サミット、また、現在、大阪への༠கをਐめて
いる I3 と相まって、大阪のさらなるඈ༂、ベイエ
リアの発展の起爆ࡎになるものと考えています。
　大阪府では、തཡ会ڠ会や国、自࣏体、経済քと
引き続き力を合わせ、万തのޭに向けて全力で取
りんでまいります。օ様のごࢧԉ、ごڠ力をよΖ
しくおئいいたします。

തཡ会ڠ会設立（2019 年݄̍）

22



災協定క݁式

ɹࡢΑΓ大阪府ͱͷؒͰ協͕ٞଓ͚ΒΕ͍ͯ·ͨ͠ɺʮ࣌ࡂʹ͓͚ΔڥӴੜཧٴͼ׆ࡂಈͷ協ྗ

ʹؔ͢Δ協ఆʯ͕వ·Γɺ����  �� ݄ �� ɺ大阪府ி � ֊ͷʮਖ਼ிͷؒʯʹ͓͍ͯక͕݁ࣜࣥΓߦΘΕ·ͨ͠ɻ

ɹ協ఆక݁ࣜॗʑͱਐΊΒΕɺऴྃޙʹ大阪府݈߁ҩྍ෦ڥӴੜ՝՝長 ଜত༷ɺʢ一社ʣ大阪ビルメ

ンテナンス協会 ࠤʑ会長ΑΓͦΕͧΕѫ͕͋ࡰΓ·ͨ͠ɻ

災࣌に͓͚る環境衛生ཧ
ͼ防災活動の協力に関͢る協定ٴ

大阪府ிʮਖ਼ிͷؒʯͰͷࡂ協ఆక݁ࣜ

ニュース

『災害時における環境衛生管理及び防災活動への協力に関する協定』
大阪府・Ұൠࣾஂ๏ਓ大阪ビルメンςナンス協会
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　ຊʢ一社ʣ大阪ビルメンテナンス協会
༷に͓͔Ε·ͯ͠ɺh 災࣌に͓͚る環境衛
生ཧٴͼ防災活動の協力に関͢る協定ʱ
Λごక͖݁ɺに༗͏ご͍͟·͢ɻຢɺ
ࠒΑΓɺݐங衛生法ΛॳΊと͢る衛生ߦ
政にご協力͖·͢ととにɺݐஙの衛生
ཧΛ௨͡ɺ府ຽの݈߁と҆全の֬保にごਚ
力͍͓ͯΓ·͢事にɺ͜のΛ͓आΓͯ͠
͓ྱਃ্͛͠·͢ɻ
大࠷年ɺ大阪府Ͱࡢ　 6 ऑΛ記͠·
ͨ͠大阪部Ͱのඃɺຢɺ౦ຊΛத
৺とͨ͠෩ 19 ߸にΑる大มͳඃɺ͜の
Α͏にຖ年ごと大نࣗવ災ൃ͕生͢るͳ
͔ͰɺۙـͰೆւτϥフڊ大のൃ生͕
ࢠ೦͞Ε͓ͯΓ·͢ɻຢɺඃ災ҬͰɺݒ
ظ年ྸऀのํ々·Ͱɺ༷々ͳํ͕長ߴΒ͔ڙ
ؒのආॴ生活Λ༨ّͳ͘͞Ε͓ͯΓɺ͜Ε
Βのํ々の݈߁Λ保࣋͠ɺշదにաごͤるΑ
͏に͍ͯ͘͠事͕ඞཁͰ͢ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ
大ن災࣌にɺ࣏ࣗݩମ৬員ඃ災͠
͍ͯるͳ͔ɺϚンύϫーෆにؕΓ͘͢ɺ
衛生ཧΛదਖ਼にҡ͍ͯ࣋͘͠事͕ɺࠔͳ
ঢ়گにͳるとݴΘΕ͍ͯ·͢ɻͦのΑ͏ͳঢ়
Λ౿·͑ɺ༷گ 々ͳ՝にରԠ͢るҝɺʢ公社ʣ

全ࠃビルメンテナンス協会༷͕ʮආॴ衛生
ϚχϡΞルʯΛ࡞͞Εɺͦ の事ΛΩοΧέにɺ
災࣌に͓͚る協力協定ΛごఏҊ͖ɺࠓ般ɺ
క݁に至Γ·ͨ͠事ɺにँײਃ্͛͠·͢ɻ
後ɺక͖݁·ͨ͠協定Λ一༗ޮԽ͢ࠓ　
るΑ͏ɺݐ衛生Ͱഓ͍·ͨ͠ϊϋͰɺ
ආॴの衛生ཧに活͔ͤるऔΛଓ͚ͯ·
͍Γ͍ͨと͍ࢥ·͢ɻ
ਃ্͛͠·͢ɻ͍ئ後օ༷ํの協力Λ͓ࠓ　

大阪府݈߁ҩྍ部ڥӴੜ՝՝
ଜ　ত  ༷

ආॴӴੜϚχϡΞル

ごѫࡰ

ニュース

大阪府・Ұൠࣾஂ๏ਓ大阪ビルメンςナンス協会

災害協定締結式
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大阪府・一般社団法人大阪ビルメンテナンス協会

災害協定締結式

　ʮຊ災協定ॻのక݁式͕Γͳ͘ऴ
ྃ͠·ͨ͜͠とܚޚͼਃ্͛͠·͢ɻ༗͏
ご͍͟·ͨ͠ɻ大阪府༷にɺࠒΑΓʢ一
社ʣ大阪ビルメンテナンス協会͕大ม͓世話
にͳ͓ͬͯΓ·͢ɻ͜のΛ͓आΓͯ͠ɺ͓
ྱਃ্͛͠·͢ɻ
　ઌఔのごѫࡰͰड़ΒΕ͍ͯ·ͨ͠ɺʢ公
社ʣ全ࠃビルメンテナンス協会࡞のʮආ
ॴ衛生ϚχϡΞルʯͰ͕͢ɺ࣮ࡍにආॴの
࣮Λௐࠪͯ͠࡞͞ΕͨϚχϡΞルͰ͢ɻ
大ن災ͰɺϘϥンティΞのօ͞Μの活
動ඇৗに大͖ͳ力とͳΓ·͕͢ɺͦの後の

ආ͞Εͨํ々の生活に͍ͭͯの衛生ཧΛ
ҡ͍ͯ࣋͘͠事大มॏཁͳ͜とͰ͢ɻ
　ຊɺʢ一社ʣ大阪ビルメンテナンス協会
大阪府༷と災協定Λక͖݁ͤͯ͞·͠
͕ͨɺ大ن災大阪府͚ͩにࢭ·Βͣɺ
ͼ·͢ɻٴ۠に֤ـۙ
　ʮ·ͣ大阪͔Βʯの͍Ͱɺۙـの֤
۠協会との࿈ܞ・大阪府༷との࿈ܞΛ͘ڧ
͠ɺ災協定の༰のॆ࣮にᬏਐͯ͠·͍Γ
·͢ɻຊに༗͏ご͍͟·ͨ͠ɻ

ʢҰࣾʣ大阪ビルメンςナンス協会
会　ࠤʑ༸信

ѫ　ࡰ

大阪府 ҩྍ部環境衛生՝՝長߁݈ 木村　　ত ༷

環境衛生՝生活衛生ิ佐 ઙ　　ཅࢠ ༷

෭ओࠪ ༷ ࢠຊ　友སࢁ
෭ओࠪ ୩ޱ　　生 ༷
෭ओࠪ ञ　　博好 ༷

ʢ一社ʣ大阪ビルメンテナンス協会 会　長 佐々木　洋信
෭会長 Ճ౻　　ีߒ
府ٞ会ٞ員 ͔ͨ͠　松உ

ʢސ　ʣ ླ木　　
ཧ　事 阪　　߂߁
#C ίンαルλンτ 一ݯ　　ڮࡾ
大阪協会事務ہ ೆ　　　߃

協ఆࡂ
క݁ࣜͷग़੮ऀ

ଜত༷  ࠤʑ会長
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EXPO 2019  Building Maintenance Human Fair 
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& Clean EXPO 2019  Building Maintenance 
Human Fair & Clean EXPO 2019  Building 
Maintenance Human Fair & Clean EXPO 2019  
Building Maintenance Human Fair & Clean 
EXPO 2019  Building Maintenance Human Fair 
& Clean EXPO 2019  Building Maintenance 
Human Fair & Clean EXPO 2019  

ビルϝンώϡʔϚンϑΣΞ
ˍ

ΫϦʔン&910����

ビルメンώϡʔϚンϑΣΞˍΫϦʔン &910 ���� 会ɹʢ౦ژビοάαΠτʣ

ニュース

Building Maintenance Human Fair
&

Clean EXPO 2019

૯߹ࡐػࢿలͷ会
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Ͱ͖ΔΑ͏ ͳํ͍Λ͠ͳ͚Εޮ率໘・࣭໘・࠾
࠷໘Ͱͳ͔ͳ͔͍͠事͕ཧղͰ͖·ͨ͠ɻʮඞཁࢉ
ݶͷػͷ྿Ձ൛ʯͳͲɺ͏ଆͷχーζΛϝーΧー
ʹఏ͍ͯ͘͜͠ڙ ͱͰόϦΤーγϣϯ͕૿͍͚͑ͯಋ
ೖ͢Δۀا૿͑ͯ ͍ ͘ͷͱࢥΘΕ·͢ɻকདྷͷਓख
不Λิ͍ͬͯ ҝ͘ʹɺۀքͱ͠ ͯਗ਼ϩϘットͳͲ
新ͨͳٕज़͕ඞਢʹͳͬͯ͘ ΔͷͱࢥΘΕɺ͜͜ ʹ͜
ͦϏϧϝϯڠձͷଘࡏՁΛ͍ݟग़ͤΔͱ͍ࢥ·͠ ͨɻ

ϩϘοτಋೖྫࣄհɺ		ಋೖのखҾ͖
　11 社ͷ͕༷ۀاਗ਼ϩϘットͷలࣔデϞϯεト
ϨーγϣϯΛ࣮͞ࢪΕ͍ͯ·ͨ͠ɻ
　"* Λ׆༻ͨ͠タΠϓͳͲɺͲΜͲΜٕज़ֵ新͕͞Ε
͍ͯ·ͨ͠ɻোΛආ͚Δ事͏ͨΓલͰɺ　
ɻͨ͠·͖ڻʹඈͼग़͖ͯͨ͠ਓʹରԠͰ͖Δ事ʹٸ
ΔͱɺݟΔ͓আϩϘットΛ͍ͯ͠ۀ࡞デϞͰʹࡍ࣮
কདྷ͍Ζ͍ΖͳࢪઃͰͨΓલʹ׆༂͍ͯ͠Δ͕࢟
૾Ͱ͖·ͨ͠ɻ

లࣔձ
ճࠓ　 150 社ఔͷ͕ۀاग़ల͞Ε͍ͯΔͱ͍·͠ ͨɻ
ਗ਼ࡐࢿγεςム։ൃɺ֎ࠃਓ・ޏऀྸߴ༻ଅਐ
ͱ֤छϒーε͕ձҰഋʹཱͪฒΜͰ͍·ͨ͠ɻؔ
Δɺ֤ϒーεͰདྷऀͤࢼʹࡍ࣮ڙఏڙࢼ　
ຯΛͬͯ͏ͨڵʹ Ίͷԋग़Λ͞Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ͜͜
Ͱ͓আϩϘットϒーεͷਓ͔ͨͬߴ͕ؾΑ͏ ͡ײʹ
·ͨ͠ɻ
　ϏϧϝϯۀքͰͷ経͕ݧ͍චऀʹͱͬͯେมษڧ
ʹͳΔ 2 日ؒͰͨ͠ɻػձ͕͋Ε·ͨ参Ճ͍ͨ͠ͱ
ɻͨ͠·͍ࢥ

ビルϝンώϡʔϚンϑΣΞ�ˍ�ΫϦʔン&910�����

ビルϝンώϡʔϚンϑΣΞˍΫϦʔン&910���� ࠂՃใࢀ

෦　
ใҕһ会

　11 ݄ 13 ʙ 15 日 ͷ 3 日 ؒ ౦ ϏッΫαΠトͰژ
ߦ Θ ΕͨʮϏϧϝϯώϡーマϯϑΣΞˍΫϦーϯ
&9102019ʯΛ 14・15 日 2 日ؒ参Ճ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ
　ެӹ社ஂ๏ਓશࠃϏϧϝϯςφϯεڠձͱҰൠ社ஂ๏
ਓ日本率ڠձ͕࠵ڞͰ࣮͞ࢪΕ͍ͯΔେنΠϕϯト
Ͱ Γ͋· ɻ͢Ϗϧϝϯۀքؔऀͷํ͕ଟདྷ Ε͞ձ
େگͰɺओऀ࠵報Ͱ 3 日ؒͰ 13000 ਓͷདྷ
͕͋ͬ ͨͦ͏ Ͱ ɻ͢චऀ14日ʮୈ16ճશࠃϏϧΫϦー
χϯάٕٕڝձʯɺ15 日ʮϩϘットಋೖ事ྫհɺಋ
ೖͷखҾ͖ʯʮϏϧϝϯϩϘット࣮ݧ室ʯͷ参Ճͱڞʹ֤
ग़ల༷ۀاͷలࣔΛͯݟճΓ·͠ ͨɻ

ୈ��ճશࠃビルΫϦーχϯάٕٕڝձ　
地͔۠Βग़ͷςϧΣϧ日本᷂দా͞Μɺـۙ　
᷂ +3 日本ϝϯςッΫͷ本ా͞Μͷ໊྆ͱʹࣗ৴Λ
ͬͯಊʑͱٕڝΛ͍ͯͬߦ·ͨ͠ɻԠԉஂͷօ͞Μ
ͷԠԉʹྗ͕ೖ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ݁Ռ೦ͳͷͱ
ͳΓ·͕ͨ͠ࢲͷݟΔݶΓ༏উͨ͠ํͱͷࠩ΄ͱΜͲ
ແ͍Α͏ʹ͍ࢥ·ͨ͠ɻ͓ೋਓʹͱͬͯྑ͍経ݧʹ
ͳͬͨͱ͍ࢥ·͢ͷͰɺޙࠓ Β͞ʹྗΛॏͶΒΕ࣍
ͷػձʹઇৱΛՌͨͯ͠ཉ͍͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
Ͱ͕͢͜Ε͚֤ͩ社ԠԉʹྗΛೖΕͯײਓతͳݸ　
͍ΔͷͰ͋ΕʮԠԉʯ͕෮׆ Ε͞Εྑ ͱ͍͍ࢥ·
ͨ͠ ɻ

ビルϝϯϩϘοτ࣮ࣨݧ
　খాٸϏϧαーϏε∁༷ڮͷߨԋ͕ҹతͰͨ͠ɻ
͠༺ࡍ͞Ε͍ͯΔ͓আϩϘットͰ͕͢ɺ࣮ࠓ
ͯΈͯΘ͔ͬͨ՝Λઆ໌ͯ͠ Ε͘Δ༰Ͱ
Ҿ͖ࠐ·Ε·ͨ͠ɻ͏ଆ͕͋ࠓΔػΛ࠷େشൃݶ

ٕٕڝձɾ૯߹ࡐػࢿలͰ
ݟを発࢟քの໌のۀ
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総合ࢿ機ࡐ展の展示
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૯合ࡐػࢿలのใࠂ

　Ϗϧϝϯςφϯεۀʹͱͬͯʮਗ਼ԽֶͰ͋Γ
ࡐػࢿ໋Ͱ͋Γ·͢ɻʯ日ʑਐԽ͍ͯ͠Δࡐػࢿ
Λ͜͏ͱڧ࠷ͷثʹͳΓ·͢ɻ
དྷऀɺΑΓޮՌతʹָʹ៉ྷʹૉࡐΛ௧Ίͣʹ
ਗ਼Ͱ͖ΔࡐػࢿΛٻΊɺ֤ϒーεͰ新ͷઆ
໌ձ商ஊ͕ߦͳΘΕؾ׆ʹ͋;Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ
　·ͨɺలࣔձΠϕϯトεςージͰʮϏϧϝ
ϯϩϘット࣮ݧ室ʯͱଧͬͯۀ༻ਗ਼ϩϘット
ͷデϞϯεトϨーγϣϯ͕ߦͳΘΕଟ͘ͷऀֶݟͰ
Θ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ
Խ͠ΫϦーϯεタッϑͷίࠁɺਓख不͕ਂޙࠓ　
εトӹʑ্ঢ͍ͯ͘͠ͱ考͑ΒΕ·͢ɻ
ҰํͰۀ༻ਗ਼ϩϘットॳظಋೖϝϯςφϯ
εͷϥϯχϯάίεトʹ͍͕͍ͭͯߴɺधཁ͕
Είεト͕Լ͕ΓΫϦーϯεタッϑͷ͢ٴී͠૿
ਓ݅අͱͷଛӹذΛಥഁ͢Δ͕࣌ඞͣདྷΔ͜
ͱͱ͍ࢥ·͢ɻ
　ಛʹચড়༻ਗ਼ϩϘットʹ͍ͭͯେ͖͚ͯ͘
ᶃテΟʔνンάࣜʢ一人͕ؒૢܦͯ͠࡞࿏Λ֮͑
͔ͤͯ͞ΒࣗಈӡసʣͱᶄϚοϐンάػࣜʢਤ໘
Ͱ༧Ίਗ਼ॴΛ֮͑ͤࣗ͞ಈӡసʣ͕͋Γ྆ํͱ
োճආηϯαーΛ͠ࡌɺஈࠩʹରԠͰ͖

ʮ҆શ໘ʯ༷ʑͳʮڥ໘ʯʹ考ྀ͞Ε日ʑਐ
Խ͍ͯ͠·͢ɻ
　ඪͷ௨Γচਗ਼ΛશͯϩϘットʹͤΒΕΔ͔
ͱݴΘΕΔͱਖ਼ͳͱ͜Ζແཧ͕͋Γ·͢ɻ
ͯ͠ଆ͕͏ঢ়ͰϩϘットͷεペッΫΛݱ
͍͜ͳ͞ͳ͚ΕͳΒͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
　ϩϘットͱਓͱͷʮ͢ΈΘ͚ʯ͕ඞཁͰ͢ɻ·

চআをϩϘοτʹͤΔ͕࣌ຊ֨౸དྷ͔ ��

ビルϝンώϡʔϚンϑΣΞ�ˍ�ΫϦʔン&910�����

Ԭ田　ᚸོ
ビルΫϦʔχンά෦会

ͨࣈϒϩッΫͷԜತ෦ͷਗ਼ଟ֊ͷҠ
動खஈͰ͋ΔΤϨϕーターͷΓ߱ΓͳͲͷϋーυ
ΣΞͷɺؒ࣌ۀ࡞ͷػցܯඋηϯαーड
ୗઌͱͷϩϘットʹର͢ΔཧղͳͲͷιϑトΣΞ
ͷൃੜ͖ͯ͠·͢ɻ
　ै͍·ͯ͠ɺ·ͣ新نಋೖʹͬͯɺۀ࡞ਓ
Β͢ํ๏ͱ͠ݮΛؒ࣌ۀ࡞Β͢ͷͰͳ͘ݮΛޱ
ͯɺ·ͨɺྸߴԽ͍ͯ͠ΔΫϦーϯεタッϑͷମ
తͳෛ୲ΛݮΒ͢ํ๏ͱͯ͠ϩϘットΛ׆༻͢Δ͜
ͱΛ考͑ɺͦͷ͜ͱʹΑΓࢲୡͷʮಇ͖ํʯ͕େ͖
͘มͬͯ͘Δͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻ

૯߹ࡐػࢿలͷ会
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総合ࢿ機ࡐ展のメーカーのブース
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ୈ��ճશࠃビルΫϦーχϯάٕٕڝձ

ಙ　ܙཧ߳
ビルΫϦʔχンά෦会

　ୈ 16 ճશࠃϏϧΫϦーχϯάٕٕڝձ͕ 11 ݄
14 日ɺ౦ژϏッάαΠトʹͯ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
　ೋʹҰ։͞࠵ΕΔϏϧΫϦーχϯάٕ࢜ͷ
ΛܾΊΔେձͰ͢ɻ
　ग़͢Δબखɺશࠃ地͔۠Β͍͠ݫ༧બΛউͪ
ൈ͍ͨਫ਼Ӷ 18 ໊Ͱ͢ɻબखҰਓͻͱΓ͕ચ࿅͞Εͨ
εΩϧΛൃ͠شɺਖ਼ʹϏϧΫϦーχϯάͷࢠߕԂͱݴ

Δ͍͑ߴϨϕϧͰͷઓ͕܁Γ͛ΒΕ·ͨ͠ɻ
地͔۠Βɺ᷂ـۙ　 +3 日本ϝϯςッΫͷ本ా
େհ͞ΜɺςϧΣϧ日本᷂দా͞ߐΜͷೋ໊
͕ग़͠ɺલେձͷչ͠͞ͱɺ࿅शͷՌΛൃ͢ش
Δ͜ͱ͕ग़དྷΕɺࠓେձͦ͜༏উΛͱͷ͍ࢥʹ
͕ΒΈ·ͨ͠ɻظ
　֤地۠ͷ地Ҭ৭๛͔ͳԠԉஂʹΑΔԠԉ߹ઓݟ
Ͳ͜ΖͷͻͱͭͰ͢ɻબखͷօ༷ʹΘΔΑ͏ʹɺ
Βͨ͠ԠԉͰɺڽΛΔΑ͏ʹͱɺҙ·ߴ͕ؾ࢜
ձؾʹแ·Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ
ࡕԠԉஂͱେۀا地۠ͷԠԉɺબखͷ所ଐـۙ　
ϏϧϝϯςφϯεڠձͷϏϧΫϦーχϯά෦ձΛؚ
ΉେͷԠԉͰɺۙـ地۠දͷೋ໊ͷબखʹ͍
ԉΛૹΓ·ͨ͠ɻ

　ೋ໊ͷબख͔ΒɺۓுͱظʹԠ͑Δҝʹͯ࣋Δ
ྗΛਫ਼Ұഋൃ͠شɺ༏উ͢Δͧͱ͍͏͍ڧҙࠐؾΈ͕
Θͬͯ དྷ·ͨ͠ɻ͕ٕ࢝ڝ·ΔͱɺઓΛͭݟΊΔ
कΔԠԉஂ͕ҹతͰͨ͠ɻબखશݟ٬੮ͱબखΛ؍
һ͕ߴͳεΩϧ・ΛݟுΔεϐーυ・༷ ʑͳಋઢͰɺ
ձશମΛັྃ͢ΔେมૉΒ͍ٕ͠ڝ༰Ͱͨ͠ɻ
Λ͞Εͨेീ໊ͷٕڝ࿅शΛΓӽ͑ɺਫ਼Ұഋ͍͠ݫ
બखͷօ༷ʹײΛड͚·͠ ͨɻ
　͞ ɺͯؾʹͳΔٕڝͷ݁ՌͰ͕͢ɺߴ࠷Ґͷްੜ࿑
ಇେਉɺ౦ژ地۠දͰଠฏϏϧαーϏε᷂ͷԬ
ాӳ͞Μ͕ड͞Ε·ͨ͠ɻ܇࿅ͷՌΛൃ͞شΕ
Ͱͨ͠ɻ͓ΊͰͱ͏רѹٕڝͨ ͍͟͝· ɻ͢
地۠ͷউརͱͳΓ·ͤΜͰͨ͠ـ೦ͳ͕Βۙ　
͕ɺೋ໊ͷදબखۓு͢Δٕڝձʹ͔͔ΘΒ
ͣेʹ࣮ྗΛൃ͞شΕɺೲಘͷ͍͘༰ͩͬͨͱ
ɻ͢·͍ࢥ
本ాબख・দాબखΛ࢝Ίɺબखͷօ༷ɺؔऀͷ
օ༷ɺ本ʹ͓ർΕ༷Ͱͨ͠ɻ
　本ా͞Μ・দా͞Μ͕େࡕϏϧϝϯςφϯεڠձ
地۠ـճͰͷۙ࣍Λ༩͑ͯ͘ΕͨΑ͏ʹɺྗ׆ʹ
දͷ׆༂Λظ͍ͯ͠·͢ɻ
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શࠃビルΫϦʔχンάٕٕڝձにग़ͯ͠

ग़ऀの

　શࠃେձʹग़͍ͤͯͨͩ͘͜͞ ͱ͕ܾ·ͬͨ࣌ɺ
ͱͯͭͳ͍ϓϨッγϟーʹڞΔͱ͡ײͼΛتͱ͖ڻ
Λͨ͡ײ ͱ͜Λ͍֮͑ͯ·͢ɻ͔͠͠ɺ参Ճ͢Δ ͱ͜Ͱ
ࣗΒͷٕज़Λ Β͞ʹߴΊΔ ͱ͕͜Ͱ͖ɺͦͷ݁Ռೖ
Ͱ͖Εձ社ͷએʹߩ献Ͱ͖Δͱ考͑ɺΓ͕͍Λ
ͬͯ࿅शʹऔΓΈ࢝Ί·ͨ͠ɻ࿅शॳۀ࡞ಋ
ઢͷઃఆ֤ۀ࡞ͷ্࣭ʹۤ৺͢Δ日ʑ͕ଓ͖
·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺ͝ࢦಋ͍͍ͨͩͨํʑ৬ͷํʑ
͔ΒͷظʹԠ͑ΔҝɺඞࢮͰ࿅शΛଓ͚͖ͯ·ͨ͠ɻ
　本൪લۓு͠ͳ͍Α͏ ʹϦϥッΫεͯ͠ॱ൪Λͬ
͍ͯ·͕ͨ͠ɺ͍͟εςージʹཱͭͱإҾ͖ͭΓɺ
ுΓɺ಄ͷத͕ਅͬനʹͳͬͯ͠·͍·ͨ͠ɻڧ٭
͔͠͠ɺԠԉஂͷํʑ͔ΒΤーϧΛ͍͍͓ͨͩͨӄ
ͰఔΑ͍ۓுײͷதͰٕ͢ڝΔ ͱ͕͜ग़དྷ·ͨ͠ɻ
ʹճɺඪͰ͋Δೖग़དྷ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺࠓ　
͚ٕͭͨज़ྗΛ͜Ε͔ΒߴΊɺޙਐͷҭʹྭΈ

ຊ田　େհ
᷂ +3 ຊメンテοΫ

これからも
練習で身につけた技術力を高め、
後進の育成に励みます

͍ͨͱ͓ͯͬࢥΓ·͢ɻ
　େձग़ʹ͋ͨͬͯ͝ࢦಋ͍͍ͨͩͨօ༷ɺԠԉ
ۀϑΥϩーΛ͍͍ͯͨͩͨ͠ձ社ͷօ༷ɺ本
ʹ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ

தのຊ田͞Μٕڝ

۠දのԠԉ団ـۙ
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શࠃビルΫϦーχϯάٕٕڝձʹग़して

ग़ऀの

　શࠃϏϧΫϦーχϯάٕٕڝձͷʮ༧બձ͕͋
Δ͚Ͳग़ͯ͠Έͳ͍ʯͱ社͔ΒݴΘΕͨ࣌ʹ
ɺ༧બձ·Ͱຖ日࿅शͯ͠ɺ͕ͦͯۙͨ͠͠·͖ڻ
͔ͬ͠خͱͯ࣌地۠දʹબΕͨͱ聞͍ͨـ
ͨͰ͢ɻͦΕ͔Βେձ·ͰͷΧ݄ؒɺ事ͱ࿅श

দ田　ߐ
テルΣルຊ᷂

職場の皆さまの温かい言葉や、
指導をしていただいた協会の先生
指導員の方々に感謝

ͷ日ʑͰͨ͠ɻ
ுͯ͠·͕ͨ͠ɺۓલ·Ͱ࢝։ٕڝձ日ٕڝ　
࿅शͲ͓Γ͢Εେৎͱࣗʹ͍ݴ聞͔ٕͤͯڝ
͠·ͨ͠ɻ
ʹޙ࠷Ͱେ͖ͳϛεͳ͔ͬͨͷͰ͕͢ɺٕڝ　
চΛタΦϧͰ১͍ͨͱ͜ΖͰͯͬ͠·ͬͨ͜ͱ͕
չ·Ε·͢ɻ
　εϐーυͱϝϦϋϦ͕ͳ͔ͬͨҝ͔ɺ೦ͳ͕Β
ೖ͢Δ͜ͱ͕ग़དྷ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺ୭͕経ݧͰ
͖Δ͜ͱͰͳ͍ͷͰྑ͍経ݧΛ͍͖ͤͯͨͩ͞·
ͨ͠ɻ
　͜ͷٕڝձʹग़͢Δʹ͋ͨͬͯɺ৬ͷօ͞·
ͷԹ͔͍ݴ༿ɺత֬ͳࢦಋΛ͍͍ͯͨͩͨ͠ڠձ
ͷઌੜɺ本社ͷࢦಋһͷํʑʹँײͷͪ࣋ؾͰ͍ͬ
ͺ͍Ͱ͢ɻ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ

தの松田͞Μٕڝ

ٕٕڝ会ͷ༷ࢠ
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全国ビルクリーニング技能競技会
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35

信栄ビルサービス株式会社
　ސ

田賀　好春
　͜ͷͨͼӫ͑͋Δਸ਼ๅ୯ޫষΛडষ͍ͨ͠·
ͨ͠ɻʹ͋·Δӫ༪ͱ͓ܹͯ͠ײΓ·͢ͱಉ࣌
ʹɺ͝ࢲͱ͖͕ঀ܄Ͱ͖·ͨ͠ͷͻͱ͑ʹॾઌ
ഐํͷࢦޚಋͱɺؔࣄہͷօ༷ํͷଟେͳ
Δࢧޚԉͷͨ·ͷͱ͓ͯ͠ँײΓ·͢ɻ
ɹ·ͨɺଟ ͷ͘օ༷ํΑΓͷॕޚҙΛࣀΓް ޚ͘
ྱਃ্͛͠·͢ɻ
ɹৼΓฦͬͯΈ·͢ͱɺϏϧΫϦʔχϯάࢦಋߨ
Λ͍͍ͤͯͨͩͨ͞ॳਓલͰΔࢣ ͱ͜͢
Β··ͳΒͣɺ͜ͷ··ଓ͚͚ͯߦΔͷ͔ෆ҆ͳ

ʑ Γ͋·͕ͨ͠ɺઌഐͷઌੜํʹ͝ࢦಋ͍͖ͨͩࠓ·Ͱଓ͚Δ ͱ͕͜Ͱ͖·ͨ͠ɻ
ɹࡏݱϏϧΫϦʔχϯάٕݕఆҕһɺߨशձͷࢣߨɺ͓ͯ͠૿ٸۙ࠷Γ·͢֎ࠃਓٕ࣮शੜͷ
ٕݕఆͷݧࢼʹܞΘΒ͍͖ͤͯͨͩɺͱ͓ͯͯ͠ँײΓ·͢ɻ
ɹ͜ͷडষΛػʹɺ·͢·͢ਫ਼ਐྗ͍ͯ͘͠
ॴଘͰ͍͟͝·͕͢ɺ·ͩ·ͩະख़Ͱ͟͝
͍·͢ͷͰɺॾઌഐͷઌੜํɺؔࣄہͷօ
༷ํͷࢦޚಋΛ͍͖ͨͩͳ͕ΒɺඍྗͰ͟͝
ͯͬࢥքͷൃలͷ͓ʹ͍ͨͪͨͱۀ͕͢·͍
͓Γ·͢ɻ
ɹ݁ͼʹͳΓ·͕͢ɺ͝ࢦಋɾ͍͍ͩͨ͝ྗڠ
ͨօ༷ํʹਂ ͷҙΛද͠·ͯ͠ɺ͓ྱͱ͞ँײ͘
͍͖ͤͯͨͩ·͢ɻ

ਸ਼ๅ୯ޫষ
डষʹΑͤͯ

トϐοクス



0#.委員会・部会活動ใࠂ

Ӧ委員会活動報告ܦ

　経Ӧҕһձʮྗۀاͷ্ʯΛؒςーマͱͯ͠औΓΜͰ͍·͢ɻຖ݄ͷఆྫձٞͰɺҰൠٞͱͱ
ʹɺࡢ࣮ͨ͠ࢪ #$1 मͷ༰ௐʹ͍͍ͭͯٞͯ͠·͢ɻݚͷ༰ɺマφー࠲ߨఆࡦ
ࡢɺ͍ͯͭʹ࠲ߨಋऀҭࢦमݚͷऔΓΈʹ͍ͭͯマφーࠓ　 10 ݄͔Β 12 ݄ʹ͔͚ͯશ 3 ճͷ
ࡢଓ͠ɺܧΛٞڠͱͷࡕఆక݁ʹ͍ͭͯେڠࡂͱͷࡕमձΛऴྃ͠·ͨ͠ɻେݚ 11 ݄ 11 日ʹେ
க͠·ͨ͠ɻྃఆక݁ࣜΛແ事ڠࡂձͱͷڠϏϧϝϯςφϯεࡕͱҰൠ社ஂ๏ਓେࡕிʹͯେࡕ

ᶗɽ݄ྫ会ٞͷ։࠵

ͱͳͬͨ߹ʹɺਓһࠔͷ֬อ͕ڥઃͷӴੜతͳࢪॏཁͳ্ࡦରࡂɺආ所ʹ࣌ੜൃࡂ　
ࡐػༀࡎͳͲΛఏ͢ڙΔ事Ϗϧϝϯςφϯεۀاͱͯ͠社ձʹߩ献Ͱ͖Δ事Ͱ͢ɻ
　༗事ͷࡍʹߦͱີۓʹ࿈͠ܞɺૣظͷ෮׆چ動ͷҰॿͱͳΔͨΊʹɺࡢ 11 ݄ 11 日ʹେࡕ
ͱҰൠ社ஂ๏ਓେࡕϏϧϝϯςφϯεڠձͱͷڠࡂఆక݁Λେࡕிʹͯແ事ྃக͠·ͨ͠ɻ

$#ʮࠓ　 ίϯαϧタϯトڞӴʯͷ三ڮ
શʹۀارͱͯ͠ɺ参ՃࢣߨҰදΛݯ 2
ճͷ #$1 ͢ࢪΛલʹҾ͖ଓ͖࣮࠲ߨఆࡦ
Δ事ͱͳΓ·ͨ͠ɻձһۀاͷҊʹ͍ͭͯ
ޙ日৴༧ఆͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
　ಛʹࠓ࣌ࡂʹ͓͚Δආ所ͷӴੜ
ཧͳͲͷ༰ΛΓࠐΈɺΑΓϏϧϝϯςφ
ϯεۀاͷ༰ʹԊͬͨاըΛཱ͍ͯͯ·͢ɻ
Δ事ͱ͢ࢪΛ࣮࠲ߨͯʹ̍൝ମ੍ࠓ　
ͳΓ·ͨ͠ɻୈҰճ࠲ߨ 2 ݄Λ༧ఆ͍ͯ͠
·͢ɻ

　ຖ݄ୈ 4 Ր༵日Λج本ͱ͠ ݄ͯྫձٞΛ։͖ɺᶃશڠࠃձ͔Βͷ௨ୡ文ॻͷ͚ɺᶄେڠࡕձཧ事ձ
Ͱͷ৹ٞ事߲Λ֬ೝ͍ͯ͠·͢ɻ
　͞Βʹલ文Ͱड़ͨɺ#$1 ఆక݁ʹ͍ͭͯɺڠࡂʹฒͼ࠲ߨಋऀҭࢦमݚɺマφー࠲ߨఆࡦ
֤ҕһʹ୲Λ୲͍ͯͯٞ͠͠ڠ·͢ɻ

ᶘɽࡂ協ఆͷక݁

ᶙɽ#$1 ࠲ߨఆࡦ

ʮ#$ ίンαルλンτڞӴʯ ࢯڮࡾʹΑΔ #$1 ࠲ߨఆࡦ

ҕһ長　߂߁　ࡕ

Ӧ委員会ܦ
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Ӧ委員会ܦ

地ـ͔Βۙࠓɻͨ͠·͠ࢪमΛ࣮ݚʹҾ͖ଓ͖ΦϑΟεϦόーͷ࡚දʹΑΔマφーࡢ　
۠ͷ֤ڠձ（ژڠձ・ฌڠݿձ・ಸྑڠձ）͔Βͷ参Ճر༗Γɺ12 社 14 ໊ͱલΑΓଟ͘ͷ
参ՃΛ͖·ͨ͠ɻ
　༰తʹɺલडऀߨΛରͱͨ͠εΩϧΞッϓ࠲ߨͷ։࠵ݕ౼͍ͨ͠·͕ͨ͠ɺݚममྃऀ
Λ͏গ͠૿͔ͯ͠Β࣮͢ࢪΔ΄͏͕ྑ͍ͱͷҙݟग़ͨͨΊɺࠓݟૹΓ࣍Ҏ߱ʹ։͢࠵
Δ事ͱͳΓ·ͨ͠ɻࠓͷݚम༰લͱಉ༷ʹ։࠵ɺ։࠵日 10 ݄ 1� 日ɺ11 ݄ 21 日ɺ12
݄ 4 日ͷશ 3 ճͰ࣮ࢪக͠·ͨ͠ɻ

ᶚɽϚナʔݚम

ᶛɽߨԋ会ͷ։࠵ʹ͍ͭͯ

Ϛナʔݚम

　ྫ։͍ͯ͠࠵Δߨԋձʹ͍ͭͯ
ʹ։࠵Λ༧ఆ͓ͯ͠ΓɺϏϧϝϯςφϯεا
߹ʹͷχーζۀاΔ経Ӧ࣮ଶձһ͚͓ʹۀ
Θͤͨςーマ・ࢣߨΛબఆ͍͖ͯ͠·͢ɻݱ
ঢ়Ͱະఆͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

ԋ会͔Βߨͷࡢ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

　ϏϧϝϯςφϯεۀاΛऔΓר 経͘Ӧڥվ
ળʹର͢Δࢧԉ事ۀʹணख͍ͨ͠·ͨ͠ɻϏϧ
ϝϯςφϯεۀاʹ͓͚Δܖֹۚ૿ֹͷࢿ料
ͱͳΔνϥγΛࡢ 11 ɻͨ͠·͠ߦൃʹ݄

　ͦͷଞͷ׆動ͱͯ͠ɺҰൠ社ஂ๏ਓେࡕϏϧデΟϯάڠձͱͷަྲྀΛܧଓ͢ΔͨΊʹɺҰൠ社ஂ๏
ਓେࡕϏϧϝϯςφϯεڠձओ࠵ͷߨԋձͷ参Ճͷݺͼ͔͚Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ
　·ͨɺҰൠ社ஂ๏ਓେࡕϏϧデΟϯάڠձओ࠵ͷ経Ӧηϛφーߨԋձʹੵۃతʹ参Ճ͢Δ事Ͱɺ૬
༗͢Δ事ʹΊ͍ͯ·͢ɻڞͷ情報Λޓ

7*�   会һۀاΛऔΓܦ͘רӦڥվળࢧԉ事ۀ

7**�  ͦͷଞ

Ҏ্ͷ௨Γɺ経Ӧҕһձ׆動͍ͯ͠·͢ɻ

Ӧ委員会ܦ

ʮܖֹۚ૿ֹվఆʯͷҊ
ࡢ �� ߦൃ݄

7**�  ͦͷଞ

ʮܖֹۚ૿ֹվఆʯͷҊ
ࡢ �� ߦൃ݄
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

�� ݄ �  0#. 会長ഋΰルϑίンϖ
ฌࡾݝݿ市ͷඒಸΰルϑ۞ָ෦

�� ݄ ��  0#. ؼΓཱྀ࠙ߦ
ֶݟϒルϫϦʔژ

૯༑委員会活動報告

૯༑委員会

　૯༑ҕһձͰɺ̍ ݄ͷլަࢺձʹ࢝·Γɺ̎ ݄ͷϘϦϯάେձɺ5 ݄ͷ૯ձɺ̓ ݄ͷ༏ྑ社һදজɺ
ՆͷιϑトϘーϧେձɺ̎ճय़ळͷΰϧϑίϯペɺ10 ݄ͷ日ؼΓཱྀ࠙ߦͳͲձһ༷ۀاͷަྲྀΛਂΊΔ
ͨΊؒΛ௨༷ͯ͡ʑͳ׆動Λ͓ͯͬߦΓ·͢ɻͦͷதͰࠓճळͷߦ事ʮ0#. ձഋΰϧϑίϯペʯͱ

ʮ0#. 日ؼΓཱྀ࠙ߦʯΛ͝հ͍ͨ͠·͢ɻ

ҕһ長ɹԬ田　ण

　0#. ձഋΰϧϑίϯペ 10 ݄ 3 日（）ฌݝݿ
三ࢢͷඒಸΰϧϑ۞ָ෦Ͱ։͞࠵Εɺ日ബ
ಶΓͷఱީͷத 31 ໊ͷํ͕参Ճɻਅউෛͷதʹɺ
͔ʹͦͯ͠ ϋπϥπͱօ͞ΜϓϨー͞Ε·͠ ͨɻ
　10 ݄ 24日（）ʮ0#. 日ؼΓཱྀ࠙ߦʯΛ։࠵ɻ
日 36 ໊ͷํ͕参Ճ͞Εɺകాόεறंʹ集
߹ͯ͠ Ұ࿏ژԬࢢژͷαϯトϦー【ఱવਫͷϏー
ϧ】ژϒϧϫϦーͱग़ൃɻ౸ணޙɺژϒϧ
ϫϦーͷҊ・ࢼ・ֶݟҿͱօ͞Μָ͠·Ε͍ͯ
·͠ ͨɻ
　ன৯ 0#. 日ؼΓཱྀ࠙ߦͰେධͷʮҰੜͷ
দͱ͕ۙڇߐ৯ΒΕΔ౷ͷళʯ࣎լݝʮڕদʯ
Ͱ ɻۙ͢ڇߐ・দ・দ͝൧ͷ৯์ʂօ͞Μ
໊͋Ε৯͍Λת͞Ε༷ͨࢠͰɺ֤ςーϒϧେ
Γ্ ͕ΓͰͨ͠ɻ

　ձһۀاͷ社һ͞Μɺͦͷ͝ՈҰॹʹָ͘͠
ա͝͞Εͨன৯ʹͳΓ·͠ ͨɻ
　ͦͷޙɺҰߦϥίϦーφۙߐീ഼Ͱങ͍Λຬ٤ɻ
՛ࢠͷʪͨͶʫ༸՛ࢠͷʪΫϥϒϋϦΤʫͳͲͰ
օ͞Μ͓産Λങͬͯ ͓ΒΕ·͠ ͨɻ
ɺ͠࠵ͷϏϯΰήームେձΛ։ྫ߃ΓͷंதͰؼ　
参Ճऀશһ͕ܠΛήット͞Εָ͍͠ؼ࿏ͱͳΓ·͠
ͨɻ
ͷ࢜ಉ༷ۀاҕһձͰɺձһ૯༑ޙࠓ　
ກΛਂΊΔͨΊʹ༷ʑͳߦ事Λاը・ӡӦ͠ɺձһا
ுͬͯؤలͷͨΊɺҕһҰಉൃۀͳΔ社ߋͷ༷ۀ 参Γ
· ɻ͢
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

　օ͞Μɺ͜ΜʹͪɻҰൠ社ஂ๏ਓେࡕϏϧϝϯςφϯεڠձձͷࠤʑͰ
͍͟͝·͢ɻ本日͓͍͠தɺଟͷ͝参ՃΛ͍͖ͨͩɺʹ͋Γ͕ͱ͏͟͝
͍·͢ɻ·ͨɺฏૉڠձͷӡӦʹɺ͝ཧղ・͝ࢧԉΛ͍͖ͨͩྱޚਃ্͛͠
·͢ɻ
ࠓ　 10 ݄ 1 日͔Β � 日·Ͱɺʮશࠃ࿑ಇӴੜिؒʯ͕࣮͞ࢪΕ·͢ɻࠓ
ͷεϩーΨϯʮ݈ͮ͘߁Γ　ਓͮ͘Γ　ΈΜͳͰͭ͘Δ　݈߁৬ʯͰ͢ɻ͜ͷिؒʹઌཱͪ本日ɺେ
Δ͜ͱʹͳΓ·ͨ͠ɻ͢࠵ձͷ࿑ಇӴੜେձΛ։ڠϏϧϝϯςφϯεࡕ
　ۙɺ࿑ಇऀͷ݈߁Λ८ͬͯɺਫ਼ਆোͷ࿑ࡂͳͲਂࠁͳঢ়گͱͳ͓ͬͯΓɺ৬ʹ͓͚Δϝϯタϧϔ
ϧεରࡦաॏ࿑ಇʹΑΔ݈߁োࢭର͕ࡦॏཁͳ՝ͱͳ͓ͬͯΓ·͢ɻ
　͜ͷ͋ͱɺେࡕ࿑ಇہ ࿑ಇج४෦ ݈߁՝՝ ੴా ོ೭༷ΑΓ͝ѫࡰΛ͍͖ͨͩɺେࡕ࿑ಇہ ࿑ಇج४
෦݈߁՝ ෭ओ࿑ಇӴੜઐ ໌Տ Ұ༷ΑΓʮߴྸ࿑ಇऀͷ࿑ಇӴੜཧʯΛ͝ߨԋࣀΓ·͢ɻ

2019 年࿑ಇӴੜ大会

ୈ �� ճɹ���� ࿑ಇ大会会

։ձͷѫࡰ

佐々木�洋信�ձ
一般社団法人大阪ビルメンテナンス協会

࿑委員会
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࿑委員会

͝ѫࡰ

ੴ和ా　ོ೭�༷

　·ͨɺ%7% ্өͱ͠·ͯ͠ʮϋϥεϝϯトΛੜ·ͳ͍ίϛϡχケーγϣϯʯΛ͝ཡ͍͖ͨͩ·͢ɻօ͞·
ͷ৬ͰʮεトϨενΣッΫʯ͕ߦΘΕ͍ͯΔ͜ͱͱଘ͡·͕͢ɺ֤ۀاʹ͓͔Ε·ͯ͠ɺैۀһͷ৺
ཧతͳෛ୲ͷఔΛ৬ڥͷվળʹΑΓܰͤ͞ݮɺैۀһͷ৺ͱମͷ݈͕֬߁อ͞ΕΔΑ͏ϝϯタϧϔ
ϧε不ௐʹͳΒͳ͍Α͏ະવࢭͷऔΓΈ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ͬ࡞Γਓͮ͘Γɻ経ӦऀͷΈͳΒͣɺ৬ͷΈΜͳͰकΓɺͮ͘߁ͷεϩーΨϯʹ͋ΔΑ͏ʹɺ݈ࠓ　
͍͔ͯͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ࿑ಇ集ܕ産ۀͷϏϧϝϯςφϯεۀɺಇ͘ਓʑʹΑͬͯ͑ࢧΒΕ͍ͯΔۀ
छͰ͢ɻྑͳ࿑ཧΛ্͏ߦͰɺैۀһͷ݈߁ͱͤԿΑΓͷձ社ͷࡒ産ͱͳΓ·͢ɻ
　本日͝参Ճ͍͖ͨͩ·ͨ͠օ͞·ʹɺޙࠓͱ৬Ͱͷ࿑ಇӴੜͷҙࣝΛ·͢·͢ߴΊΒΕɺ࿑ಇӴੜ׆
動Λਪਐ͞Ε·͢͜ͱΛ͓͍ئਃ্͛͠·͢ɻ
　·ͨɺ本日ͷಛผߨԋͱͯ͠ɺҩֶത࢜　େࡕେֶਓؒՊֶڀݚ所ະདྷڞηϯターটᡈڭत ੴଂ 文৴༷
ͷ͝ߨԋΛ༧ఆ͓ͯ͠Γ·͢ɻςーマʮʙ ͔Βͩͱίίϩͷ 404 ʙ உͭΒ͍Α � உੑߋظʯʹ͍ͭ
ͯͰ͢ɻ　
　ؒ࣌ʹͳΓ·͕͢ɺޙ࠷·Ͱ͝参Ճ͍͖ͨͩ·͢Α͏ΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ
　݁ͼʹɺ͜ͷେձʹ͋ͨΓɺେࡕ࿑ಇہͳΒͼʹେࡕେֶਓؒՊֶڀݚ所ະདྷڞηϯター༷ʹɺਂ͘ײ
ँͷҙΛද͠·͢ͱͱʹɺ͜ͷେձ͕࣮Γଟ͍ͷͱͳΔ͜ͱΛف೦͍ͨ͠·ͯ͠ɺ։ձͷѫࡰͱͤͯ͞
͍͖ͨͩ·͢ɻ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ

　本日ɺҰൠ社ஂ๏ਓେࡕϏϧϝϯςφϯεڠձɺ2019 ࿑ಇӴੜେձ͕͔
͘େʹ͞࠵Ε·ͨ͜͠ͱɺ·͓ͣتͼਃ্͛͠·͢ɻ
　ͯ͞ฏૉɺ࿑ಇج४ߦɺͱΓΘ͚࿑ಇӴੜߦʹ֨ผͷ͝ཧղͱ͝ྗڠΛ
͍͖ͨͩ·ͯ͠ɺ͍ߴ੮͔ΒͰ͋Γ·͕͢ྱޚਃ্͛͠·͢ɻ
　࿑ಇӴੜͰɺ৬ʹ͓͚Δϝϯタϧϔϧε不ௐաॏ࿑ಇɺԽֶ࣭Λ
Γ　ਓͮͮ͘߁ͷεϩーΨϯͰ͋Γ·͢ʮ݈ࠓͳͲ͕ॏཁͳ՝ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻো߁Ҽͱ͢Δ݈ݪ
͘Γ　ΈΜͳͰͭ͘Δ　݈߁৬ʯΛ౿·͑ɺ༷ʑͳऔͷීൃܒ・ٴΛօ༷ํΛ͡Ίؔஂମͱ࿈ͯ͠ܞ
औΓΜͰ·͍Γ·͢ɻ

大阪࿑ಇہ ࿑ಇج४෦ ݈߁՝長 
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テʔϚɿʮߴ年ྸ࿑ಇऀの࿑ಇӴੜཧʯ
ԋߨ͝

໌Տ　一�༷

大阪࿑ಇہ ࿑ಇج४෦ ݈߁՝ 
෭ओ࿑ಇӴੜઐ

ΛύϫーϙΠگͷԼͷঢ়ػঢ়ɺՃྸʹ͏ମ・ਫ਼ਆݱੜͷൃࡂྸ࿑ಇऀͷߴ・ঢ়ݱྸԽͷߴ　
ϯトͷࢿ料Λަ͑ߨԋΛ͖·ͨ͠ɻ

࿑委員会
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࿑委員会

テʔϚɿ

ʮʙ͔Βͩͱココϩの 4O4 ʙ 
உつΒいよ � உੑߋ年ظʯ

ಛผߨԋ

ดձͷѫࡰ

ੴଂ　文信�༷
　தߴஉੑΛ͖ͨͯݟҩࢣͷཱͱͯ͠ͷɺε
ϩーηϥϐーͰϘνϘνํ࣏͢๏ΛίϛΧϧʹ͔
Γ͘͢͝ߨԋ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

大阪大ֶ人ؒՊֶڀݚॴະདྷڞηンλʔ
টᡈڭत

　本日の 2019 年度労働衛生大会にこれだけ多数のご参

加を頂き誠に有難うございます。また、大阪労働局石和

田課長様よりのご挨拶、明河副主任労働衛生専門官によ

る「高年齢労働者の労働衛生管理」のご講演、DVD 上

映による「ハラスメントを生まないコミュニケーショ

ン」、特別講演として石蔵文信様による「からだとココ

ロの SOS 男もつらいよ ! 男性更年期」とのテーマによ

るお話を頂き、本当に有難うございました。労務委員会

としては、2020 年度もこのドーンセンターで労働安全

大会、労働衛生大会を開催させて頂きますので併せてご

参加ください。これをもって閉会の挨拶とさせて頂きま

す。本日はどうもありがとうございました。

Լ村෭ձ
࿑ҕһ会
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　ʮୈ �8 ճશࠃ産҆ۀશӴੜେձ 2019in ʯ（தژ
ԝ࿑ಇࡂڠࢭձओ࠵）ʹ࿑ҕһձͱ͠ ͯ参Ճ͠
·͠ ͨͷͰɺ報ࠂக͠·͢ɻ
ɹ࣌ɿྩݩ �� ݄ �� 
Ճऀɿ大阪ビルメンテナンス協会ɹ࿑ҕһ会ࢀ
　　　　 ᤣҕһɺԬ本ҕһɺُࢁҕһͷܭ 3 ໊

　10 ݄ 23 日ɺ本ͷ։࠵ձͰ͋ΔژͷʮΈ
͜Ίͬͤʯʹ集߹͠ɺ૯߹集ձʹ参Ճ͠·ͨ͠ɻ

2019 年
શ҆ۀ࢈ࠃશӴੜ大会
Ճ報告ࢀ

Ճ͍͍ͨͩͨҕһͷํʑࢀճࠓ

ʮΈ͜ΊͬͤʯͰͷʮ૯߹ू会ʯ෩ܠ

࿑委員会
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࿑委員会

ྩݩ年 10 ݄ 2� ʢਫʣ1�ɿ15 ʙ 1�ɿ00
会　　ʮΈ͜Ίͬͤʯ

ϓϩάϥϜ
ɹɹΞτϥΫγϣン　　12 � 15 ʙ 13 � 00
　　　　　　ԋ　௨࡚ກඒʮ木ۏの͖ڹʯXJUI 松ݪஐඒ 	 ΞίーσィΦン 
・佐౻　ڹ 	 νΣϩ 


ୈ̍部  
։ 会 ࣜ 　　13ɿ15 ʙ 14ɿ00
Վ੪এࠃ
։会ͷࣙ　　தԝ労ಇ災防ࢭ協会෭会長　　　　
大会ࣜࣙ　　தԝ労ಇ災防ࢭ協会会長　　　　　
ॕɹɹࣙ　　ް生労ಇ大ਉ　　　　　　　　　　　
ॕɹɹࣙ　　ژ府知事　　　　　　　　　　　　
ॕɹɹࣙ　　ژ市長　　　　　　　　　　　　　
ѫɹɹࡰ　　公益社団法人　ژ労ಇج準協会会長
ද জ ࣜ 　    14ɿ00 ʙ 14ɿ20
දজࣈ年ेݩදজɺத災防会長දজɺྩޭݦ 　　　　　　
大会એ14　　ݴɿ25 ʙ 14ɿ30
　　　　	 　ʣࡌܝทに࣍

ୈ̎部　　　　　14ɿ40 ʙ 15ɿ10
準جɹɹԋ　　ް生労ಇল労ಇߨ
　　　　　　 14ɿ40 ʙ 15ɿ10
தؒମૢ　 　15ɿ10 ʙ 15ɿ20
　　　　　　த災防ϔルスέΞ・τϨーナー
ಛผߨԋ　 　15ɿ30 ʙ 17ɿ00

　　　　 ʮと͖Ί͖のと͖ʯ
　　　　　ཧԽֶڀݚॴ　ଟࡉ๔システϜܗڀݚηンλー
　　　　　ບ࠶生ҩྍڀݚ開ൃϓϩδΣΫτ
　　　　　ϓϩδΣΫτリーμー　ڮߴ政

˙૯߹ू会
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˙શ҆ۀ࢈ࠃશӴੜ大会ɹ大会એݴ

ୈ �� ճ
શ҆ۀ࢈ࠃશӴੜ大会

大会એݴ

࿑委員会
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
Ӵੜ委員会ڥ

Ӵੜ委員会報告ڥ

ҕһ長　ࠇ田　ହᆹ

　࣌ɿྩݩ݄̕ 26 日（）ޕલ 10 　　　　　　　Β͔࣌
　ॴɿ地ํಠཱߦ๏ਓ　େ҆߁݈ࡕશج൫ڀݚ所　本ؗ̐֊ߨಊ
2019 年֎部ਫ਼ཧਃࠐ結Ռɿશ 1� 社　આ໌ձ参Ճ社ɿ16 社

̍ɽѫ　ࡰ
Ұൠ社ஂ๏ਓ　େࡕϏϧϝϯςφϯεڠձ　　ཧ　事　ాࠇ　ହᆹ
地ํಠཱߦ๏ਓ　େ҆߁݈ࡕશج൫ڀݚ所　՝　　ޱࢁ　ਐ߁

　　2ɽ߲ࠪݕ・ํࠪݕ๏・結Ռ報告ॻのهೖํ๏およͼࠪݕ結ՌのධՁํ๏について
　地ํಠཱߦ๏ਓ େ҆߁݈ࡕશج൫ڀݚ所ӴੜԽֶ෦ੜڥ׆՝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  ओڀݚһ　খઘ　ٛ
˔��֎෦ਫ਼ཧର߲
ఆͷ߲͔Βબ͢Δɻنʹ४جӴੜཧڥஙݐ （̍）　　
　　（̎） ྩ ݩ߲
　　　　ᶃ ѥԖٴͼͦͷԽ߹
　　　　ᶄ Ԙૉࢎ

　　̏ɽͦのଞ 
料ํ๏ಉ日ࢿ 11:30 ʙ 16:00　্ਫݧࢼ室（େ҆߁݈ࡕશج൫ڀݚ所ผؗ̐֊）
参Ճؔػɺେࡕͷホームページʹ͞ࡌܝΕΔಛయ͕͋Γ·͢ɻ

ʲ ྩݩ年 ݐஙҿྉਫਫ࣭ۀࠪݕ֎部ਫ਼ཧઆ໌会 ʳ
大阪府受ୗۀࣄ
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ɹ࣌ɿྩݩ݄̕ 11 日（ਫ）
ɹॴɿژࣈࢢ 2011 ൪地
Ճऀɿ12ࢀ ໊
ΕΜ͕博ؗ ཱࢢઃ໊ɿΕΜ͕ύーク  ࢪ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ จԽிೝఆ ʮຊҨ࢈ʯ���� ೝఆ

ࢪ会のֶ࣮ݟઃࢪ

ΕͨΕΜ͕Λలࣔ͢ΔɺੈքͰ།ҰͷΕΜ͕ത͞༺Ͱݐ文໌ͷΕΜ͕Λ͡Ίɺੈքͷݹ　
ؗɻϏϧཧ事ۀͷରݐͷݪΛֶͿɻ

ˢˠ  ΕΜ͕ύʔΫϗʔ
ϜϖʔδΑΓసࡌ

ΕΜ͕തؗ ෦లֶࣔݟ会ࢀՃͷΈͳ͞Μ

ΕΜ͕ύʔΫ
औΓਤݟ

れΜがύーΫը૾は、ϗーϜϖーδからのը૾をషています。IUUQT���BLBSFOHB�QBSL�DPN�GBDJMJUZ�IUNMࣄه衛生委員会のڥ

Ӵੜ委員会ڥ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
Ӵੜ委員会ڥ

ɹ࣌ɿྩݩ 12 ݄ 19 日（）͔࣌̎ޙޕΒ
ɹॴɿେࡕϏϧϝϯςφϯεڠձ　̔֊ݚम室
ରऀɿ経Ӧऀɺཧಜ৬ɺઃඋɺ1$0 ै事ऀݱඋɺਗ਼ܯ

ୈ̍ճɹɹྩݩ    � ݄   � 
ୈ̎ճɹɹྩݩ    � ݄ �� 
ୈ̏ճɹɹྩݩ    � ݄ �� 
ୈ̐ճɹɹྩݩ �� ݄ �� 
ୈ̑ճɹɹྩݩ �� ݄    � 
ୈ̒ճɹɹྩݩ �� ݄  �� 

テʔϚɿʮ͜Ε͔ΒऔΓむ )ACCPʢϋαッϓʣͱʯ
ࣄձ ৗཧڠ৯Ӵੜࡕɹɹެӹࣾஂ๏ਓ�େࢯ一ߒɿᜊ౻ɹࢣɹߨ

ʢલେࡕ݈߁ҩྍ෦৯ͷ҆શਪਐ՝ɹ՝ʣ

म会ݚज़ٕڥ

ྩݩ年 ڥӴੜ委員会։࠵ঢ়گ

୲෭会長
　ᖒଜ　߶࢜（᷂ᒇޫ社）
ҕ һ 長
（Ӵੜༀ᷂ڥ）ହᆹ　ాࠇ　
෭ҕһ長
　ӫ　　ਗ਼（᷂ 40/0）
ҕ ɹ ɹ һ　
　ւҰ（᷂ +3 日本ϝϯςッΫ）
　େݪ　फٶ・࣏　ढ़（γΣϧ商事᷂）
　২ా　রষ（ޫϏϧཧ᷂）
　Ἒ　　ᚸ（μΠケϯΤϯジχΞϦϯά᷂）

ྩݩ年 委員会メンόー　

本　　ঢ（᷂ΦϦΤϯトαーϏε）ٶ　
　ాத　༤（日本ਫॲཧ᷂ۀ）
　େ　উ೭（᷂ࡕ）
　ං　ྑี（ΠΧϦফಟ᷂）
　প　　૱（ڥӴੜༀ᷂）　
協 ྗ ऀ
　ື　　（（Ұ社）ؔڥ։ൃηϯター）
　　ষ（ઐҕһ）ߴ　
（ઐҕһ）ོ࢘　本؛　
　　　　　　　　　　　　　　Ҏ্ 16 ໊

৽メンόʔ͕ՃΘΓ·ͨ͠ɻ͋ΒͨΊͯհ͠·͢ɻ

4�



0#.委員会・部会活動ใࠂ
ެӹ・ܖ委員会

ʮࡦཁॻʯのఏग़について

　େࡕͰɺฏ 15 ΑΓ૯߹ධՁೖ੍ࡳ͕ಋೖ͞Εɺެࢪڞઃͷਗ਼ۀͰɺϏϧϝϯςφϯε
ͷड͚ೖΕઌͱͯ͠ҰཌྷΛ୲ͬͯ·͍Γ·ͨ͠ɻ·ͨɺ༺ޏऀͷࠔΕ·Ͱଟ͘ͷো͕͍ऀɺब৬͕͜ۀا
ฏ 31  4 ݄ 1 日ΑΓେࡕϢχόーαϧब࿑ྫ（վਖ਼ϋートϑϧྫ）͕͞ߦࢪΕɺ͕ൃ͞ΕΔ
ઃͷडࢪڞԉΛਪਐ͞Ε͍ͯ͘͜ͱ͕ΑΓ໌֬ͱͳΓɺެࢧऀͷब࿑ࠔʹ͓͍ͯো͕͍ऀब৬ܖެ
݅ʹ͓͚Δޏ༻͕ҰਐΉͷͱ考͑·͢ɻ·ͨɺʮߦͷࢱԽͷऔΈʹΔূݕ 社ձతίεトਪ
ͷඅ༻ରޮՌɺฏࡳॻʯʹΑΔͱ૯߹ධՁೖࠂ 報ۀ౼ݕΔௐࠪؔ͢ʹܭ 28 Ͱ 9400 ສԁͷߦ
ίεト͕͞ݮΕͨͱ報͞ࠂΕ͍ͯ·͢ɻ
　ҰํɺશࠃͷϏϧϝϯςφϯεۀͷडઌຽؒࢪઃ͕ѹతͳΛΊ͓ͯΓɺࢪઃΦーφーͷཧղΛ
ಘΔͷ͕͍͠ཧ༝͔Βɺຽؒࢪઃʹ͓͚Δো͕͍ऀޏ༻ҰʹਐΜͰ͍·ͤΜɻ
　ͦ͜Ͱɺྩݩ 9 ݄ 18 日ɺ࣏࿈ໍΛ௨ͯ͡ެӹ・ܖҕһձΑΓެ໌ౘେࡕ本෦ʹʮࡦཁॻʯ
Λఏग़͠·ͨ͠ɻཁ༰Լهͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

�����૯߹ධՁ੍ʹ͓͚ΔެੑڞͷධՁಋೖʹ͍ͭͯ

ʲ要事߲ʳ
  େࡕ͕શࠃʹઌ͞ࢪ࣮͚ۦΕ͍ͯΔɺ༗ࢪઃͷਗ਼ۀʹ͓͚Δো͕͍ऀޏ༻ͷެੑڞͷධ
Ձ߲ΛΓࠐΜͩ૯߹ධՁҰൠڝ૪ೖ͕ࡳɺࠃଞͷ࣏ࣗମͰ࣮͞ࢪΕΔΑ͏ɺཁ͍ͨ͠·͢ɻ

ʲ要理༝ʳ
　େࡕͰɺฏ͔̍̑Β༗ࢪઃͷਗ਼ͷۀൃʹ͓͍ͯɺධՁ߲ʹো͕͍ऀࢠՈ
ఉͷͷޏ༻ͳͲͷࢹΛΓࠐΜͩ૯߹ධՁҰൠڝ૪ೖ੍ࡳΛ࣮͞ࢪΕ͓ͯΓɺࠓ日Ͱɺ19 ઃࢪ
Ͱ 54 ਓͷো͕͍ऀ͕ਗ਼ۀʹܞΘ͓ͬͯΒΕ·͢ɻ　
　·ͨɺେࡕ͕ฏ 29 ʹҕୗ࣮ͨ͠ࢪʮߦͷࢱԽͷऔΈʹΔূݕ 社ձతίεトਪܭʹ
ؔ͢Δௐࠪۀ౼ݕʯͰɺ͜ͷ૯߹ධՁҰൠڝ૪ೖࡳʹ͔͔Δ経අ（૯߹ධՁҰൠڝ૪ೖࡳʹΑΔܖ
ֹͱҰൠڝ૪ೖࡳʹΑΔܖֹͱͷֹࠩ）ͱɺো͕͍ऀ͕ब࿑͢Δ͜ͱʹΑΔརӹ（社ձอোڅඅ
ͷٴֹݮͼ੫・社ձอݥऩೖͷ૿）ʹ͍ͭͯൺֱΛ͍ߦɺͦͷ݁Ռɺ̍ؒͷඅ༻ରޮՌ͕ 4000
ສԁɺ15 ؒͷඅ༻ରޮՌͰ̒ԯԁʹٴͿͱͷ͕ࣔ͞ࢉࢼΕ͍ͯ·͢ɻ
　͞Βʹɺޏٸۓ͕ࠃ༻͞Εͨো͕͍ऀͷ͏ͪɺ160 ໊Λ͑Δํ͕͔݄Ͱୀ৬͞Εͨͱͷ報ಓ͕ͳ
͞Ε·͕ͨ͠ɺ૯߹ධՁҰൠڝ૪ೖ੍ࡳʹΑΓޏ༻͞Ε͍ͯΔো͕͍ऀʹ͍ͭͯɺൃऀͰ͋Δେ

ҕһ長　田　ٱඒࢠ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
ެӹ・ܖ委員会

ձ͕εΫϥムΛڠͱۀاձձһڠɺͦͯ͠डऀͰ͋ΔؔػԉࢧͱΑΓɺ事ऀஂମࡕ
Έɺ৬ఆணʹࢧ͚ͨԉମ੍Λߏஙͨ݁͠Ռɺ৬ఆண率 90ˋͱͳ͓ͬͯΓ·͢ɻ
　େࡕͰɺ͜ͷΑ͏ͳ࣮Λ౿·͑ɺϢχόーαϧब࿑Λ͞Βʹਪਐ͢ΔͨΊɺ૯߹ධՁҰൠڝ૪
ೖ੍ࡳͷීวԽීٴΛ͠ࢦɺେࡕোऀͷޏ༻ͷଅਐͱब࿑ͷࢧԉʹؔ͢Δྫ（Ѫশɿ
ϋートϑϧྫ）Λվਖ਼͠ɺ本 4 ݄͔Β͞ߦࢪΕ͍ͯ·͢ɻ
　ڠձͱͯ͠ɺҰൠڝ૪ೖࡳ݅ʹ͍ͭͯެੑڞͷධՁΛΓࠐΜͩ૯߹ධՁҰൠڝ૪ೖ੍ࡳ
ΛࠃͰ࣮͞ࢪΕΔͱͱʹɺશࠃͷ地ํ࣏ࣗମʹ͍͕ͯͬ͘Α͏ɺಇ͖͔͚Λ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

�����ো͕͍ऀޏ༻ࢉग़ͷํ͑ߟʹ͍ͭͯ

ʲ要事߲ʳ
　োޏऀ༻率ͷࢉग़ʹ͍ͭͯɺޏ༻ओͰ͋ΔϏϧϝϯςφϯεۀاͱɺൃऀͰ͋ΔࢪઃΦーφーͱ
ͷؒͰɺਗ਼ۀΛ͚ෛ͏ଆͷ֘ݱͰޏ༻͞ΕΔো͕͍ऀͷΛޏ༻率ʹࢉఆ͢Δ͜ͱͰޏ༻率
Λ 1/2 Ͱ҈͠ɺࢪઃͷΦーφーۀاͷޏ༻率ʹө͞ΕΔΑ͏ཁ͍ͨ͠·͢ɻ
　·ͨɺ๏੍͕վਖ਼͞ΕΔ·Ͱͷؒɺྫ͑ɺडऀʹো͕͍ऀޏ༻ͱ৬ఆணࢧԉͷ࣮ࢪΛٛ
͚ɺো͕͍ऀͷ๏ఆޏ༻率ͷ̏ഒ（6.60ˋ）Λ͑ΔϏϧϝϯςφϯεۀاʹਗ਼ۀΛൃͨ͠
߹ʹɺൃۀاʹରͯ͠ൃֹۚʹԠͯ͡ಛྫௐۚ・ྭۚΛަ͢Δ੍Λઃ͍͖ͯͨͩ͠·
͢Α͏ɺ͓͍͠ئ·͢ɻ

ʲ要理༝ʳ
　͜Ε·Ͱʹڠձձһ͕ۀاੵ͖ͯͨ͠ɺো͕͍ऀͷޏ༻৬ఆணͷࢧԉϊϋΛ͔͠׆ɺ
ͷൃ݅ͷΈͳΒͣɺຽؒͷϏϧϝϯςφϯεʹ͓͍ͯɺো͕͍ऀ͕ಇ͖ɺಇ͖ଓ͚Δ͜ͱͷߦ
ϑΟーϧυΛ֦େ͍͖͍ͯͨ͠ͱ考͍͑ͯ·͢ɻ
　ͦ͜Ͱɺڠձͱͯ͠ɺ݅ܖ͝ͱʹ֘ݱͰͷো͕͍ऀޏ༻Λ໌͢هΔ͜ͱͰɺ๏ఆޏ༻
率ΛɺൃऀͰ͋ΔϏϧΦーφーͱਗ਼ۀͳͲΛ͚ෛ͏ϏϧϝϯςφϯεۀاͱͷؒͰ҈͕Ͱ
͖ͳ͍͔ͷݕ౼Λ͍͖͍ͨͩͨͯͬߦͱ考͍͑ͯ·͢ɻ
　·ͨɺڠձͷձһۀاʹɺো͕͍ऀͷ๏ఆޏ༻率Λେ෯ʹ্ճ͍ͬͯΔۀاଟଘ͍ͯ͠ࡏ·
͢ɻൃऀͱडऀͷؒͰɺো͕͍ऀޏ༻率ΛγΣΞ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ͳ๏੍ͷվਖ਼͕࣮͢ݱ
Δ·Ͱͷؒɺେࡕͷ૯߹ධՁ੍Ұൠڝ૪ೖ੍ࡳͷझࢫʹ४ͨ͡ܖΛక݁͢Δൃۀاʹରͯ͠ɺ
ΠχγΞςΟϒΛఏڙͰ͖Δ੍Λઃ͍͖ͨͩ·͢Α͏͓͍͠ئ·͢ɻ

　·ͩɺެ໌ౘେࡕ本෦͔Βͷճ͍͍͓ͨͩͯΓ·ͤΜ͕ɺ͜ͷͨͼͷཁ༰ʹ͍͍ͭͯؔߴ
৺Λ͓͖͍ͩͨͪ࣋ɺษڧձΛ͍͍ͨߦͱͷ͝ཁঝ͓ͬͯΓ·͢ɻޙࠓͷਐḿڞ༗͍͚ͨͩΔΑ
͏ʹ͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
ެӹ・ܖ委員会

4%(T てͬԿʁ
ʙ͕ͭͪͨࢲ Δ͘、ڥͱࣾ会ɻͦ ͯ͠ ະདྷͱʙ
։࠵࣌ ɿྩݩ �� ݄ ��  ʢՐʣ ��ɿ�� ʙ ��ɿ��
ɹɹॴ ɿ大阪Պֶٕज़ηンλʔ ̔֊ 大ϗʔル

ʲ։࠵のझࢫʳ
　4%(s（࣋ଓՄͳ։ൃඪ）͕ɺ2015 ݄̕ʹࠃ࿈αϛットࡍࠃඪ
ͱͯ͠࠾͞Εɺ2016 ʹ日本ʹΑͬͯट૬Λトッϓͱ͢Δʮ࣋ଓ
Մͳ։ൃඪ（4%(s）ਪਐ本෦ʯ͕ઃஔ͞Ε·ͨ͠ɻ͞Βʹɺ経ஂ࿈Ͱ
ߦۀا動ݑষͰʮ4%(s ͷୡʯΛ͛ܝΔͳͲɺ4%(s Λਪਐ͢Δ༷ʑͳ
動͖͕ΈΒΕ·͢ɻͦͷΑ͏ͳதɺϏϧϝϯςφϯεۀքʹ͓͍ͯ 4%(s
Λਪਐ͠ɺڥ社ձΛࢹͱͯ͠経Ӧʹ͍͔ʹͯ͠औΓೖΕΔ
͔͕ॏཁͳςーマͱͳΓ·͢ɻେࡕͳͲͷ࣏ࣗମͰɺ૯߹ධՁҰൠڝ
૪ೖ੍ࡳͷಋೖʹΑΓϏϧϝϯςφϯεۀքʹ͓͍ͯɺো͕͍ऀޏ༻Λ
͡Ίͱ͢ΔެੑڞڥΛධՁͨ͠औΓΈ͕ਪਐ͞Ε͓ͯΓɺ事׆ۀ
動ʹ͓͍༷ͯʑͳ 4%(s Λਪਐ͢ΔऔΓΈɺͦΕʹͭͳ͕ΔऔΓΈΛ
࣮ફ͞Ε͍ͯΔۀاͷ事ྫΛ͝հ͠ɺۀքに͓けΔࣾ会తՁを୳Δͨ
Ίʹ։͢࠵ΔӡͼͱͳΓ·ͨ͠ɻ
　։࠵ʹ͋ͨΓɺڠձࠤʑձΑΓ͝ѫ͕͋ࡰΓɺެ ӹҕһձ（ݱɺެ ӹ・
�ɺ200ʹػҕһձ）ͷൃΛܖ ΑΓΤϧ・νϟϨϯジͱͷڞಉ事ۀͱ
Γɺૣ·࢝ͯ͠ 12 ͕経ͪɺͦͷΤϧ・νϟϨϯジ͕ࠓͰ 20 Λܴ͑
ΒΕ·ͨ͠ɻͦͷՌͱͯ͠ଟ͘ͷো͕͍ͷ͋Δํ͕事ʹब͔Εɺڠ
ձඍྗͳ͕Βߩ献Ͱ͖ͨ͜ͱΛ֬࠶ೝ͢Δͱͱʹ 2025 ʹߦΘΕΔ
େࡕສതʹ͚ͯڠձࡍࠃ社ձͷҰһͱͯ͠ 4%(s ଓՄ࣋ಉ͠ɺࢍʹ
ͳ社ձͷ࣮ݱΛΊ͟͠ɺࢪઃͷڥӴੜٴͼڥอશʹऔΓΜͰ͍͘
͍͍ࢥΛޠΒΕ·ͨ͠ɻ

ୈ11ճビルメンࣾ会ݙߩηϛナー
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

1. 4%(T とそのࣾձతҙٛ
・༷ʑͳఆ͕ٛՄͳʮ社ձ՝ʯʹ͍ͭͯɺࡍࠃతͳΈͰͷٞΛ௨ͯ͡ɺ社ձతʹ༏ઌॱҐ͕

ಉͯ͠औΓΉ͖՝ྖҬͱΰーϧΛઃڠ͕ࠃ͠ɺ֤ܗ௨ҙࣝΛڞॏཁͳ՝Ͱ͋Δͱ͍͏͘ߴ
ఆͨ͠ɻ

・日本ࠃʹԙ͍ͯɺֳʹਪਐ本෦͕ஔ͔Εɺ2016  11 ݄ʹਪਐࢦ͕ܾఆ͞Εɺ̔ͭ
ͷਪਐྖҬ͕ܾఆ͞Εͨɻ

・ േଇ͕͋ΔϧーϧͰͳ͘ɺඪΛڞ༗͠ɺ192 ͋Δࠃ࿈Ճໍ͕ͦࠃΕͧΕͷࠃ情ʹ߹ΘͤͯऔΓ
ΈΛਐΊɺ4 ʹ 1 ճͷϨϙートΛ௨ͯ͡ਐḿΛධՁ͢Δɻ

・ʮ୭Ұਓ͞ͳ͍ʯ社ձΛʮมֵʯΛ௨࣮ͯ͢͡ݱΔ͜ͱΛ͏͍ͨͬͯΔɻ

̎ɽۀاにとͬͯの 4%(T とは
ఆのΨΠυϥΠϯͱしてࡦಈの方׆のઓུత$43ۀا�˙
・ࣗ社ͷ本ۀͱͷؔ࿈Λ໌ࣔԽ͠ɺઓུతͳ $43 Ͱ͖Δɻ༺׆ͱͯ͠ࢦ動ͷ׆
ɺ地ҬϨϕϧͰͷ社ձ՝ͷ༏ࠃͳͲɺऔͷྖҬΛಛఆ͢Δ͚ͩͰͳ͘ɺάϩーόϧͳڥҭڭ・

ઌॱҐʹ߹கͨ͠׆動ํඪɺΞϓϩーνΛఆٛ͢ΔΨΠυϥΠϯͱͯ͠׆༻͕Մɻ
˙�Ϗδωεのࣾ会తϦεΫやࢢ場Ѳのػ会ͱして
・ࣗ社ͷϏジωε͕社ձʹఏ͢ڙΔՁͷ͋ΓํΛݕ౼͢Δ͏͑Ͱɺ事ۀऩӹͱ社ձతՁͷཱ྆ͷ࣮

ΊΒΕ͍ͯΔɻٻ͕ݱ
・ͲͷΑ͏ͳྖҬͰɺͲͷΑ͏ͳ社ձతՁΛɺͲͷΑ͏ͳεςーΫホϧμーʹఏ͢ڙΔͷ͔Λݕ౼͢

Δࡐ料ͱͳΔɻ

ʲج調ߨԋʳ

ʮ࣋ଓՄͳ։ൃඪ（�4%(Tðのํ͑ߟに͍ͭ ʯͯ

ಛఆඇӦར活ಈ๏人ιーシϟルバリュージϟパン�ද理事
ࢣߨՊ�ಛڀݚጯٛक़大ֶ�大ֶӃ�策・メσィアܚ

ҏ౻　健　ࢯ

ެӹ・ܖ委員会
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

̏ɽ4%(T のۀا行動ࢦ（4%(T $oNQBTT）
・201� ʹ (3*ɺࠃ࿈ (lobal $ompactɺ8#$4% ͷ 3 ऀʹΑͬͯʮ4%(s $ompassʯ͕ 4%(s ͷߦۀا

動ࢦͱͯ͠ൃ͞ߦΕͨɻ
ۀا・ ͱʹͬͯ 4%(s ͕ͲͷΑ͏ ͳҙຯ͕͋Δ͔ɺ経Ӧ ͲʹͷΑ͏ ʹ౷߹͢Δ͔ʹ͍ͭͯͷΨΠυϥΠϯ
・5 ͭͷεςッϓͰۀاͷಋೖϓϩηεΛఏݴ

̐ɽࣾձతインύクトධ価のख法
˙�ࣾ会తΠϯύΫτのҙٛ
ᶃۀࣄ�や׆ಈのརऀؔにରすΔઆ໌をՌたすʢ1SPWFʣ
・֎෦ͷརऀؔʹɺ社ձతΠϯύΫトʹΔઓུͱ݁ՌΛ։ࣔ͢Δ
・ஂମ͕ੜΈग़ͨ͠社ձతՁ͕໌֬ʹͳΔͨΊɺݯࢿఏऀڙͱͷίϛϡχケーγϣϯͷԁԽɺ社

ձత事ۀͷ༗ޮੑΛ 13 ͢Δ͜ͱ͕ՄͱͳΔɻ
ᶄۀࣄ�や׆ಈに͓けΔֶͼɾվળの׆༻ʢ*NQSPWFʣ
・৫෦Ͱ社ձతΠϯύΫトʹΔઓུͱ݁ՌΛڞ༗͠ɺ事ۀ / ৫ʹର͢ΔཧղΛߴΊɺҙܾࢥఆ

ͷஅࡐ料Λఏ͢ڙΔ͜ͱͰɺ事ۀӡӦ৫ͷࡏΓํΛվળ͢Δɻ

̑ɽڭҭྖҬにおけるࣾձతインύクトの事例հ
˙�ౡに͓けΔܕۀاਓࡐ育成ʢ高ߍ生けʣ
Λҭ͢Δɻ܉Ո༧උۀىର͢ΔཧղΛਂΊɺະདྷͷʹۀا・
・地ҬͷັྗΛΓকདྷతͳ 6 ターϯΛҭ͢Δɻ
˙�ඃࡂのΞϑλʔεΫʔϧۀࣄʢখֶ生けʣ
・ඃࡂ地ͰͷֶशোΛͪͨڙࢠͭ࣋Λର

̒ɽ事ۀධ価をΈࠐんͩ「ࣾձతインύクト・マネジメント」の実ફ
˙�4%(T Ӧͱࣾ会తΠϯύΫτධՁͱܦۀاの࣌
・4%(s ʹ͓͍ͯɺ୯ʹʮԿ͕औΓΉ͖社ձ՝ͳͷ͔ʯ͕ఏࣔ͞Ε͍ͯΔ͚ͩͰͳ͘ɺͦͷ

社ձ՝ղܾΛͲͷΑ͏ʹධՁ͢Δͷ͔ɺͲͷΑ͏ͳධՁࢦඪΛ೦಄ʹஔ͖͘ͳͷ͔ʹ͍ͭͯͷఏ
͕ࣔ͋Δɻ

ͱͬͯͷʹۀا・ 4%(s ͷҙຯɺ୯ʹʮ社ձʹΑ͍ʯ事ۀΛ͏ߦඪఏ͚ࣔͩͰͳ͘ɺࣗ社ͷՁུ
༗ӹͳπーϧͱͳΔɻ͏ߦձ社ձతϦεΫʹ͍ͭͯͷੳΛػࢢతͳࡏɺજ͍ͯͮجʹ

・4%(s ͷΈͰɺ事ۀՌ͕ͲͷΑ͏ʹୡ͞ΕΔͷ͔ʹ͍ͭͯͷ໌֬ͳΰーϧͱΞϓϩーν͕
͋ΓɺͦΕΒͷઓུʹ͍ͨͮجదͳϨϕϧͰͷఆੑ・ఆྔ྆໘ͰͷΞトΧムධՁ͕ߦΘΕΔ͜ͱ
͞ΕΔɻظ͕

・事ۀධՁɺ୯ʹΞΧϯタϏϦςΟͷ؍Ͱ༗༻ͳ͚ͩͰͳ͘ɺ事ۀͷܧଓతͳվળΛ͍ߦɺ社
ձతՁΛ࠷େԽ͢ΔͨΊʹඞཁͳ事ۀϓϩηεΛܗ͢ΔҰॿͱͳΔɻ

ެӹ・ܖ委員会
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ʲ0#. ビσオリϙートʳ

ʮࣾ会ไ׆ಈۀࣄɹ̎̌ ̍̕ ఱਆࡇʂʯ
制作　Ұൠࣾஂ法人　大阪ビルメンテφンスڠձ

ʲύネルσィスΧοシϣンʳ

ʙϏϧϝϯۀքに͓ Δ͚ࣾ会తՁのՄੑʙ

ίーσィネーター
Ұൠஂࡒ๏人�ώューマンライπڠձا�ըࣨマネージϟー

ాԬ　ल๎　ࢯ

ʮจԽࡒΛੈ࣍に͙ܧʯ
　ձࣾアスウΣル　ઐऔకࣜג
ࢯ川　子ࠇ
　Ҏલ͔Βྺ࢙తՁͷ͋ΔݹຽՈ͕औΓյ͞Ε͍ͯ͘͜ͱʹ৺ΛইΊ͍ͯͨͱ͜Ζେࡕͷా৲ொʹ͓͍
ͯ日本ͰॳΊͯͷ文ԽࡒͷࢦఆཧऀʹԠ募͠ɺཧऀͱͳͬͨɻੈ࣍ʹ文ԽࡒΛҾ͖͍ܧͰ͍͘͜ͱΛ
4%(s ʹ͓͖͔͑Δͱ⤓ॅΈଓ͚ΒΕΔ·ͪͮ͘ΓΛ ʹͯ·Γɺ文ԽҨ産ΛकΓ࣭ͷڭ͍ߴҭΛ地Ҭʹ
͠ɺۀاͱͯ͠ಇ͖͕͍ 経済 ʹ͍͕ͯͬܨΔɻ

ʮ4"3":"�4%(T Ϗδωεのऔʯ
サラϠࣜגձࣾ　औక
代島　༟世ࢯ
　地ٿʹ͍͞͠ચࡎͷ考͑ํ͕ 20 ʹྲྀΕͯඍੜ͕ղͯ͘͠ΕΕͳ͔͕ͬͨɺ21لੈ ੈ
ೖΓʹل 4%(s ʹର͢Δ͖ͮؾΛ༩͑ΒΕͨɻ
　マείϛͷऔࡐͰʮ地ٿʹ͍͞͠Ϡγͷ࣮ચࡎΦϥϯータϯΛ͍ͯ͠ࡴ·͢ΑͶʁʯͱݴΘΕɺ
Εɺͦ͏͍ͬͨऔΛͭͭࣗ͠社࢝͞動Λ։׆ڥ地ɺϘϧωΦͷݱͱͯ͠Կ͕Ͱ͖Δ͔考͑ɺۀا
ͯ͢ 3410 ೝূΛड͚ɺ4%(s ⤔ͭ͘Δ ͔ͭ͏ ⤗ͷ๛͔͞ΛकΖ͏ ʹऔΓ·Ε͓ͯΓɺ͞Β
ʹΨϯμӴੜ事ۀͱͯ͠Ξϧίーϧফಟӷͷੜ産ఏڙΛ։࢝͞Ε·ͨ͠ɻ͜Εͯ͢ͷਓʹ݈߁ͱ
Λ ҆શͳਫͱトΠϨΛੈքதʹ ಇ͖͕͍ 経済 ʹͯ·Γ·͢ɻࢱ

ެӹ・ܖ委員会
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ʮো͕͍ऀޏ༻͔ΒެԂཧʯ

ઐऔక　ۀձࣾඒަࣜג
ా　ٱඒ子ࢯ
　1980 ͔ΒϏϧϝϯςφϯεΛۀͱͯ͠εタート͠ɺ2006 ʹେࡕ͕ӦެԂʹͯࢦఆཧ੍Λಋ
ೖ͞ΕͨͷΛ͖͔͚ͬʹॅ٢ެԂͷཧʹܞΘΔΑ͏ʹͳΒΕͨɻো͕͍ऀޏ༻率 23.5�ˋɺো͕͍ऀޏ༻
ͷ͖͔͚ͬ 2002 ʹதؒࢧԉؔػͰ͋ΔΤϧ・νϟϨϯジͱग़߹ͬͨ͜ͱɻ·ͨɺެ Ԃʹॅ·Ε͍ͯΔホー
ムϨεͷʹ͍ͭͯɺ٬ސຬʹͭͳ͕Δͱ考͑ɺࢧԉؔػͱͯ͠ྗڠ事ͮ͘ΓΛ͍ࣗߦ ɺ͛ܨʹ༺ޏཱ・
ͦ͜ʹ社ձతՁをݟग़してこられた。ͦ ういったऔをࣾ会からධՁいただきैۀ員のϞνϕーションΞο

ϓにも͛ܨられている。2010 年からはٱๅࣉのࢦఆ管理者となり大阪と࿈ܞし、*SO22�01 をऔಘし

てܧۀࣄଓ׆ಈにもऔりΜでおり、̎つのެԂで働きたいをԠԉするϗーϜϨスब労ମۀࣄݧతোが

い者の܇࿅ݱのఏڙなどをபにӡӦ管理をߦっている。

　ͦういった「ࣾ会のたΊには͡Ίたことが会ࣾのたΊになった」と͑ߟ、ਓとਓとのつながりを大にす

ることをܦӦに生かされている。

　SD(T に当てはΊると、すてのਓに݈߁とࢱを 生きがいも ࡁܦ長も ⤒ਓࠃのෆฏをなくͦ

う ⤓ॅΈଓけられるまͪͮくりを に当てはまる。

ެӹ・ܖ委員会
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パネルσィスΧッシϣンでの࣭ٙԠ

˙ 社会తՁΛ͡ײΔメンόʔ 	 एऀ 
 ͕૿͍͑ͯΔͷ͔૿͍͑ͯͳ͍ͷ͔ʁ
ౡࢯɿখֶ �� 年、தֶのΧϦΩュラϜに SD(T がΈࠐまれておりとても૿͑ている。

田ࢯɿ࣮ײとしては૿͑ていないように͡ײられている。しかし、これからは૿͑ていかなけれ

っていけない日本になっていく。

をม͑ていくのはए者。ͦういったϑΝン࣌ɿࢯࠇ 	 ࣾ会తՁを͡ײるメンόー 
 を૿して

いかなくてはならない。

ҏ౻ࢯɿۀاのՁ؍ʢແ࢈ࢿܗʹϒランドʣがॏཁになりに͑ݟないものがࣾ会తՁにܨがっていく。

˙ 4%(T Λ৫མ͜͠Ήʁ
。がったܨをकっていくதで、は͡Ίは大มだったが働きがいに࢈ɿ文ԽҨࢯࠇ

ౡࢯɿメσΟΞからのऔࡐをੵۃతにडけೖれてධՁをಘてࣾ員のϞνϕーションΞοϓに͛ܨた。

田ࢯɿޙ࠷までࣾ員とともにָしΈながらऔをਐΊ、֎෦ൃ信し、ධՁをಘてࣾ員の働きがい

に͛ܨられている。

ΑΓࢯ౻ҏʹޙ࠷　
　ࣾ会にࠜͮくにはテΟοϐンάϙΠントがり、ࣾ会の 1�ˋ͙らいのਓがೝするとࣾ会

にਁಁしていることとなり、ࡏݱ &S( ࢿは 1�ˋです。օさΜがどの࣌で SD(T をೝ

して֤ʑのۀاにམとしࠐΜでいくのかがϙΠントになるとのことでした。

閉会にあたり　大阪తো者ޏ༻ଅਐݐαーϏスڠۀࣄಉ߹　田ද理ࣄより

2019 年݄̐に大阪のվਖ਼ハートϑϧྫがࢪされました。これは大阪Ϗϧメンテφンスڠ会とΤϧɾ

νϟϨンδഓってきた૯߹ධՁํࣜとதؒࢧԉؔػのׂをྫにしたもので、ެڞௐୡによってࣾ会తՁ

を࣮ݱしていく SD(T ⤔これを۩ݱԽしたը期తなものなので全ࠃにがっていくようにؤுっていきた

い。ࠓ年、ΤϧɾνϟϨンδは大阪Ϗϧメンڠ会とڞに 20 年をܴ͑、これまでഓってきたࣾ会ԽɾࢢԽ、

ͦしてՁԽといった৽しい࣌をาΜでいくようにࢥいます。と、కΊくくられた。

ެӹ・ܖ委員会

ʲࢀՃ͞Εたํʑ͔Βの　ൈਮʳ
ɾੈؒでされている SD(T とはԿかʁをࣗࣗॳΊてฉき、͑ڭて頂くྑいػ会になりました。

ɾࣗࣾのۀࣄがԿらかのܗで SD(T にؔΘっているのではないかという「ؾき」がありました。

ɾब৬ࠔ難者ɾোがい者などを多くޏ༻するࣄは、ब৬ࠔ難者ɾোがい者などは৬をಘて、ࣾ会とؔΘりを

ಈ、ͦしてҬࣾ会のൃలにもつながっていき、ͦれも׆ݙߩ者はࣗࣾのࣾ会༺ޏ、がग़དྷるしࣄつ࣋

SD(T にܨがると理ղすることがग़དྷました。

ɾࡏݱ、ࣾで会ࣾのۀ務が SD(T のどのΧテΰϦにݙߩできているのかݕ౼し࢝Ίたので、গしਂく͑ڭ

て頂き大ม参ߟになりました。

˞文தのനψΩ˔数ࣈʢɾʣは 1ô1� SD(T をご参রください。
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
੨年委員会

քʹ͓͍ͯਓख不͕େ͖ͳʹͳ͍ͬͯ·͢ɻͦΕʹ͍賃ۚͷ্ঢ͕ձ社ۀɺϏϧϝϯςφϯεࠓ　
経ӦʹӨڹΛٴ΅͍ͯ͠·͢ɻਓݮޱগʹࢭࣃΊ͕͔͔Βͳ͍தɺ֎ࠃਓ࿑ಇऀͷظߴ·Δ͔ΓͰ͢ɻ
·ͨɺ*o5  "* Λ׆༻ٕͨ͠ज़ֵ新͕ঃʑʹͰ͋Γ·͕͢ɺ͡·͍ͬͯ·͢ɻ
　͞ΒʹɺޙࠓࠓҎ্ʹঁੑͷ社ձਐग़ɺͪͨࢲϏϧϝϯۀքʹඞཁʹͳͬͯ͘Δ͜ͱͰ͠ΐ͏ɻ
੨ҕһձͰɺ͜ͷΑ͏ͳʹऔΓΉͨΊʹͲͷΑ͏ͳ׆動Λ͏ߦ͖͔͠߹͓ͬͯΓ·͢ɻ

ビルメンテφンスڠձ੨部全ࠃ大ձ・日ຊサϛοト
　ຖ։͞࠵ΕΔɺશࠃͷϏϧϝϯςφϯεڠձ੨෦શࠃେձͱ日本αϛットʹ参Ճ͍ͯ͠·͢ɻ2025
ʹେࡕͰສࠃതཡձ͕։͞࠵ΕΔ͜ͱܾ·Γ·ͨ͠ͷͰɺͦ Εʹ߹ΘͤͯେࡕͰͷ։࠵Λ考͍͑ͯ·͢ɻ 

੨年委員会の活動報告

ҕһ長　ֿ　ࢁਗ਼

・੨෦શࠃ大ձ

　શࠃେձɺશࠃͷ֤ಓڠݝձ͔Β 30 ͍ۙ
քۀձͷ੨෦ͷϝϯόー͕参Ճ͠ɺओʹ֤地ͷڠ
情報ͷަΛߦͳ͍ɺަྲྀΛਂΊ͍ͯ·͢ɻࠓ
ѪݝͰ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
　ւಓ͔Βೆԭೄ·Ͱͷϝϯόー͕参Ճ͠
͍ͯ·͕͢ɺ೦ͳ͕Β੨෦ͷͳ͍ڠձଘ͠ࡏ
·͢ɻ࠷େنͷڠձͰ͋Δ౦ڠژձʹ੨෦͕
ଘ͠ࡏ·ͤΜɻޙࠓҰͭͰଟ͘ͷڠձͰ੨෦
͕૿͑ΔΑ͏ʹ͍ͯ͘͜͠ͱ͕ඞཁͰ͢ɻͦͯ͠ɺ
কདྷతʹશڠࠃձͷϏϧϝϯςφϯε੨෦ͱ͠
ͯͷҐஔ͚Ͱɺ׆動Λ͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ͯͬࢥ·
͢ɻ
ͷਧָίϯΫーϧͰ͍ࠃճͷ࠙ձͰɺશࠓ　
ͭೖ͍ͯ͠ΔѪେ໊ిߍߴͷϒϥεόϯυͷ
ԋͱɺϏϧϝϯςφϯεͷΠϝージΞΠυϧͰ͋
Δ໊ݹΫϦΞーζͷϝϯόー͕དྷΒΕͯɺ࠙ձ
ΛΓ্͛ͯ͘Ε·ͨ͠ɻ

1 部　会長会ٞ

各ݝ発表
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
੨年委員会

・�ຊサϛッτ
　日本Λத৺ͱͨ͠੨෦ͷ͓͍ޓͷൃలͱަྲྀΛతʹͯ͠ɺ 10 લΑΓ࢝·ͬͨؔΑΓҎͷ
ΘΕ·ͨ͠ɻߦͰژࡢΕ͍ͯ·͢ɻ͞࠵ճΓͰ։ͪ࣋ձ͕集͏日本αϛットɺ֤地ͷڠͷݝ
ɺ֤ۙ࠷　 ੨෦͕ɺͦ ΕͧΕͷ׆動༰Λ報͠ࠂɺͦ ΕͧΕͷ੨෦ʹ͓͚ΔޙࠓͷํվળҊͳͲ༷ʑ
ͳҙݟΛަΘ͍͋͠ɺඇৗʹؾ׆ͷ͋Δձ߹ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ
　զʑ੨෦ͷ׆動͕ɺকདྷతʹϏϧϝϯۀքͷൃలʹ͕ܨΔͷͱͳΔΑ͏ɺϝϯόーҰؙͱͳͬͯ׆動͠
͍͖ͯ·͢ɻ

大阪ڠձでの活ಈ

　֤ҕһձʹΑͬͯ։͞࠵ΕΔڠձ׆動参Ճ͓ͯ͠Γ·͢ɻಛʹҰͷେ͖ͳΠϕϯトͰ͋Δେࡕఱຬٶ
ͷఱਆࡇͰɺϏϧϝϯਆ༫ͷ८ߦͱఱਆࡇਗ਼ϘϥϯςΟΞɺμεトόεターζͷ参Ճ࣮ߦҕһͷҰһ
ͱͯ͠参Ճ͓ͯ͠Γ·͢ɻ

　·ͨɺ੨ҕһձͰɺޙࠓڠձ׆動ߩ献Ͱ͖ΔΑ͏ʹ新ͨͳ׆動Λܭը͍ͯ͠·͢ɻޙࠓϏϧϝϯۀ
քʹ͓͍ͯɺݒ೦͞ΕΔʹରͯ͠ɺௐࠪڀݚΛ͍ߦɺղܾͷώϯトΛ୳ͯ͠ٻ参Γ·͢ɻ
ྫ͑ɺ࿑ಇྗ不ʹ͍ͭͯͰ͢ɻ
ۀ࡞の管理システムಋ入による効తなݱ・
・৽し͍ٕज़を用͍た省ྗԽシステムԽɺࣗಈロϘッτのಋ入
用ޏ人のࠃ֎・

ಋํ๏ͳͲΛௐࠪ͠ɺεࢦ๏๏ྩɺͦͯ͠ํ༺ޏɺ͍͓ͯʹ༺ޏਓͷࠃ֎ʹɻಛ͢·͍ͯ͠౼ݕ͍ͯͭʹ
ムーζʹ֎ࠃਓ࿑ಇྗΛಘΒΕΔ͜ͱΛ考͍͖͍͑ͯͨͱϝϯόーͰ͍ٞͯ͠·͢ɻ

Ѫ知ݝの発表

࠙会ではѪ工大໊電高ߍ
ブラスバンドがԋ

ビルメンテナンスの
イメージアイドル

໊古屋クリアーζがొ場
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
උ災部会ܯ

ୈ࣍෦会શମू会ࡂඋܯ

時　間 શମूձ内༰ ୲ࢣߨ

13:25

～

13:30
開　会　ѫ　ࡰ

警備防災部会

　　担当෭会長　ᖒଜ　߶࢜

13:30

～

14:30

適正な警備業の実施について
1　大阪府下の൜ࡑ情について
2　立入検ࠪの状況について
3　その他の検ڍ事例について
4　全国の検ڍ事例
5　警備һの൜ࡑ
ҭの必要性についてڭ導ࢦ　6
7　警備業法施行規ଇの一部վ正について

大阪府警本部生活安全部
保安課営業第一担当課長ิࠤ

　　警　　部　　ඒౡ　పࢯ�࢘

ʲܜٳ 10 ʳ

14:40

～

15:40

防Ր管理・防災管理制度について
防Ր管理等ߨ習について
防Ր管理等ߨ習のਃ込み方法について
今後の防Ր管理等ߨ習の
　　　　　　W&B ਃ込みの取りみ

大阪市消防ہ予防部予防課担当長
　　消防ྩ࢘　　Ԟଜ　ӳࢯ�

15:40

～

16:00

アンケートの記入

ด会のࣙ

警備防災部会

　　部 会 長　　Ԭా　ण

։࠵࣌ɿ2019  10 ݄ 25 日（ۚ）13 ࣌ 25 ʙ 16   ࣌

෦ձઐҕһ　দ田�ๅҥࡂඋܯɹɹ会ɿ࢘

෦会長　Ԭ田　ण

උ災部会શମ集会ܯ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
උ災部会ܯ

దਖ਼ͳܯඋۀの࣮ࢪについて

　本ͷܐ๏൜ೝ݅લͷ݄̕·Ͱͱൺֱ͠·͢ͱɺ΄΅ɺશͯͷࡑछʹ͓͍ͯൃੜ݅ݮ
গ͍ͯ͠·͕͢ɺಛघٗʹ͖ͭ·ͯ͠ɺ໊ؐۚͰۚݱΛὃ͠औΔͱ͍͏ʮؐۚٗʯ͕ɺ̕
݄·Ͱͷલൺʹ͓͍ͯɺ 4.5 ഒͷ 202 ɺͯ͠·͖ͭʹֹۚͱ૿Ճ͓ͯ͠Γɺඃ（ఆ）݅
̒ഒͷ̎ԯ 2500 ສԁͱѱԽ͍ͯ͠Δݱঢ়Ͱ͋Γ·͢ɻ
　ΦϨΦϨٗՍ空ٗٻʹ͖ͭ·ͯ͠ɺܯඋһ͞Μʹະવʹ͍ͩͨͯ͘͜͠ࢭͱ͍͠ͱ
.ɺ"5͕͢·͍ࢥ ձ͕ػΔ͚͍ͩͨͯ͠ࢭ્ʹඋһ͞Μܯɺͯ͠·͖ͭʹٗΔؐۚ͢࡞Λૢػ
ଟʑ͋Δ͔ͱ͍ࢥ·͢ͷͰɺܯඋۀքͷօ༷ͷ͝ྗڠΛ͓͍ئਃ্͠·͢ɻ

　本݄̎ʹཱ࣮ͨ͠ࢪೖࠪݕͷ࣮ࢪ 1200 Ͱൃ֮ͨ͠事ҊͰ事݅ૹகͱࠪݕͰͨ͠ɻཱೖऀۀ
ͳͬͨͷ͋Γ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺࣔࢦॲ͕݅ͱɺॻͷऩ͕ 80 ݅΄Ͳ͋Γ·ͨ͠ɻ
ಧग़ٛҧͰɺͦͷߋ所උ͚ॻྨͷ不උɺมۀҭٛҧɺӦڭଶɺܗॲͷҧࣔࢦ　
༰ҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ଶܗॲͷҧࣔࢦ
͍ͨͯ͠ࡌهΛࢫʯͨ͠ࢪҭΛ࣮ڭʹʮهҭڭΕ͍ͯͳ͍ͷʹɺ͞ࢪҭ͕࣮ڭݱඋһͷܯ・　
　・Ӧۀ所ΛҠసͨ͠ʹؔΘΒͣมߋಧ͚Λఏग़͍ͯ͠ͳ͔ͬͨ
ݱҭɺڭͷަਃΛ͠ͳ͍··新ূऀ֨ࢿඋһ͕ܯशमྃূ໌ॻΛड͚ͨߨҭऀͷڭಋࢦ・　

ڭҭΛ͍ͨͯͬߦ
　・新ձ社Λ্ཱͪ͛ͯܯඋۀ経ऀݧͷܯඋһΛ࠾༻ͨ͠ͷͷɺ新ڭҭͷ͕ؒ࣌๏ఆؒ࣌ʹ

ୡͯ͠ͳ͔ͬͨɻ·ͨɺӦۀ所ʹॻΛඋ͚ͯͳ͔ͬͨ

ͦͷଞͷॻΛऩͨ͠Ҋ݅
Λަ͍ͯ͠ͳ͔ͬͨॻ໘ަٛҧ（ॻ໘ޙલ）ॻ໘ܖʹͷґཔऀۀඋܯ・　
ಧग़ҧߋ༻۩มޢͷಧ͚ग़ΛΕͨࢫͳ͘ͳͬͨ͠༺༻۩Λޢ・　
　・Ӧۀ所Ҡసʹ͍ೝఆূΛฆࣦ͕ͨ͠ަ࠶Λଵ͍ͬͯͨೝఆূఏग़ٛҧ

　˞͜ΕΒͷҧͷதʹɺʮաࣦʯͱࢥΘΕΔҧ͋Γ·͕͢ɺ໌Β͔ʹʮނҙʯ͕ೝΊΒΕΔҧ͋Γɺ
྆ऀΛಉ͡Α͏ʹѻ͏Θ͚ʹ͍͖·ͤΜɻɺԿಉ͡ҧΛ܁Γฦ͢ɺվળ͞ΕΔ༷͕ࢠͳ͍ɺͱ͍ͬ

̍ɽ大阪府Լͷ൜ࡑ 	 ಛघٗʣʹ͍ͭͯ

̎ɽཱೖࠪݕͷঢ়گʹ͍ͭͯ

ɹܯɹ෦　ඒౡ　ప࢘
大阪府ܯຊ෦ੜ҆׆શ෦อ҆՝ Ӧۀୈ一୲՝長ิࠤ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

͍ͯͬߦͳͲ౼ݕॲͷߦͷࢭఀۀΜͩӦࠐ౿Έʹߋॲɺॻ͔Βࣔࢦɺ͍ͯͭʹऀۀඋܯͨ
·͢ͷͰ݈શӦۀʹ৺ֻ͚͍͖͍ͯͨͩͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

ᶃ࿑ಇج४法ҧͰͷڍݕ
ɺߴ͕ऀۀඋܯ所Λஔ͘ۀʹӦژ　　 ಓ࿏ͷަ௨༠ಋۀʹதֶੜΛै事ͤ͞ʮ࿑ಇج४๏ҧʯ

Ͱॻྨૹ͞ݕΕ͍ͯ·͢ɻܯඋۀ๏ୈ 14 ୈ߲̍Ͱʮ18 උһͱͳͬͯͳΒͳ͍ʯܯະຬͷऀࡀ
ͱنఆ͞Εɺୈ߲̎Ͱʮܯඋऀۀɺલ߲ʹنఆ͢ΔऀΛܯඋۀʹै事ͤͯ͞ͳΒͳ͍ʯͱن
ఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ᶄӦࢭఀۀͱ໊ٛି͠Ͱͷڍݕ
　　ӦࢭఀۀͷؒظதʹӦͨ͜͠ۀͱͰܯඋۀ๏（Ӧྩ໋ࢭఀۀ）ҧͰ͞ڍݕΕɺ͜ͷܯඋऀۀʹ໊

ٛΛିͯ͠ɺଞਓʹܯඋۀΛӦ·ͤͨܯඋܯ͕ऀۀඋۀ๏（໊ٛି͠）ҧͰ͞ڍݕΕɺͦΕͧΕॻ
ྨૹ͞ݕΕ͍ͯ·͢ɻ

ᶃܯඋһࢦಋڭҭऀূऀ֨ࢿͷෆਖ਼औಘ事Ҋ
ҭऀ͕͍ͳ͔ͬͨ͜ͱ͔Β経Ӧऀڭಋࢦҭऀ͕ɺަΛਃ͠ग़͕ͨɺదͳڭಋࢦͷࡏݱ　　

͕ʮܯඋһۀै事ূ໌ॻʯΛِͯ͠ূऀ֨ࢿΛऔಘ͍ͤͯ͞·ͨ͠ɻ
　͜ͷ݅Ͱ

 ・ෆਖ਼にަΛड͚ͨ警備員ࢦಋڭҭऀͰ͋るʢऀʣΛɺऀにબ͠มߋΛड͚ͨߦ
ҝʢ警備員ࢦಋڭҭऀのมߋಧɺୈ 11 ୈ߲̍ʣ

 ・ෆਖ਼にަΛड͚ͨ警備員ࢦಋڭҭऀূऀ֨ࢿͰ͋るʢऀʣΛಉऀにબ͠ɺ警備業
のೝ定ূに͓͚る༗ޮؒظのߋ৽Λड͚ͨߦҝʢ警備業のೝ定ূ༗ޮݶظのߋ৽ਃɺୈ
̓ୈ߲̍ʣ

ʣୈࡌຊෆ࣮記ݪ法ʢ公ਖ਼ূॻܐ・  157 ୈ߲̎

　ͷҧͰॻྨૹ͞ݕΕ͍ͯ·͢ɻ

̏ɽͦͷଞͷڍݕ事ྫʢཱೖࠪݕҎ֎Ͱൃ֮ͨ͠事Ҋʣ

̐ɽશࠃͷڍݕঢ়گ

උ災部会ܯ
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ᶃશࠃͷঢ়گ
　　ฏ 26 தɺ౪ͳͲͷܐ๏൜ɺஒͳͲͷಛผ๏൜ͷൃੜ݅ 630 ݅Ͱ͕ͨ͠ɺฏ 30

த 8�0 ݅ۙ͘ʹ૿Ճ͓ͯ͠Γɺۈதͷ൜ࡑʹ͍ͭͯ 40 ͔݅Β 80 ݅ʹ૿Ճ͍ͯ͠·͢ɻ

ᶄ大阪ͷঢ়گ
ɹ˓ۈதͷܯඋһʹΑΔ൜ࡑ
 ・ରࢪઃʹ͓͚ΔۚݱɺᷥɺͳΒͼʹरಘͷࡡऔ
 ・ରࢪઃͰສҾ͖൜ਓΛ֬อ͠ɺ事所ʹಉ͢ߦΔࡍɺ൜ਓͷݴ動ʹཱෲͯ͠ऽΓ͢ΔͳͲͷ

ߦΛՃ͑ͨ
 ・ަ௨༠ಋۀʹै事தͷܯඋһ͕ɺঁੑͷݞΛ๊͖ͤدΔͷ൰ᘉͳݴ動Λͨ͠
 ・ͦͷଞɺ౪ࡱɺສҾ͖ɺΘ͍ͤͭߦҝͳͲ

̑ɽܯඋһͷ൜ࡑ

උ災部会ܯ

ᶄܯඋۀͷແೝఆӦۀ

　　ʮ͋ΔࢪઃͰަ௨༠ಋΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔܯඋऀۀɺແೝఆऀۀͰ͢ʯͱ͍ͬͨ情報͔Βൃ֮ͨ͠
ͷͰɺܯඋऀۀͷऀɺܯඋܖॻʹʮަ௨༠ಋʯͳͲͷ͕͋ࡌهΔ͜ͱʹؾ͍͍͕ͯͨɺେ
ͷҊ݅Ͱ͋ͬͨͨΊʹചΓ্͛Λ༏ઌ͠ɺແೝఆͰ͋ͬͨʹ͔͔ΘΒͣɺʮަ௨༠ಋʯͱ͍͏文ޱ
ʯΛۀಡΈସ͑ͯʮަ௨༠ಋʹݴΛࣗͨͪͷ߹ͷྑ͍༷ʹʮறंཧʯʮҊʯͱ͍͏文ݴ
ɻ͢·͍ͯ͠ݕҧͰॻྨૹۀଓ͍ͯͨ͠事ҊͰɺ๏ਓͳͲΛແೝఆӦܧ

　

ᶅػցܯඋऀۀʹର͢Δࣔࢦ

جɺ͍ͯͭʹؒ࣌౸ணͨ͠ݱඋһ͕ɺҟৗൃ報Λड৴͔ͯ͠Βܯʹै事͢Δଟͷۀඋܯցػ　　
地ِڏʹہ報ࠂΛ͍ͨͯͬߦͱ͍͏事ҊͰ͢ɻ

　動ػʹ͍ͭͯ

ց警備の契約ઌ͕૿Ճͯ͠ɺ業務͕ଟͰ͋ͬͨ͜とػ・ 
のߦۜ・  "T. ց警備業務Ҏ֎の業務͕ෛ୲とͳ͍ͬͯͨ͜とػྟのݱނରԠަ௨事ػ
 ・ຊདྷの୲ΤリΞҎ֎のग़動に͍ͭͯɺ25 Ҏにݱྟ͢る͜とと定ΊΒΕ͍ͯる͕ɺ

Ͱ͋る͜とࠔに࣮ݱ
ΘΕ͓ͯΓʢ経営ऀଆにʣൃ֮͢る͜と͕ແ͔ͬͨͨΊৗଶԽ͍ͯͨ͠ߦৗతにࠂใِڏ・ 

͜と

　ͳͲ͕ཧ༝Ͱͨ͠ɻ
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ɹ˓ۈ֎ͷܯඋһʹΑΔ൜ࡑ
 ・ਆ社ڥͷഈ఼ʹ৵ೖ͠ɺಉ所͔ΒۚݱΛऔͨ͠
 ・4/4 ͰΓ߹ͬͨঁੑʹର͠ɺ18 ະຬͰ͋Δ͜ͱΛΓͳ͕Β͔ࣗΒ࿈Εग़͠༠սͨ͠ࡀ
 ・ަ௨༠ಋۀʹै事͢ΔͨΊɺग़్ۈதʹञؾΛଳͼͨঢ়ଶͰं྆Λӡసͨ͠
 ・ిं・࿏্ͰͷஒɺެવΘ͍ͤͭɺ੍ڧΘ͍ͤͭɺ৯料ͷສҾ͖ͳͲ

　　ฏ 30 தɺ౪ͳͲͷܐ๏൜ɺஒͳͲͷಛผ๏൜（ྫҧؚΉ）͕ซͤͯ 60 ݅΄Ͳൃੜ
͓ͯ͠Γɺ̓݅΄Ͳ͕ۈதͷ൜ߦͰͨ͠ɻ

̒ɽࢦಋڭҭͷඞཁੑʹ͍ͭͯ

ཧࢪҭͷ࣮ڭΑΔʹऀ֨ࢿҭऀʯͱ͍͏༗ڭಋࢦ๏ͰɺҰఆͷ݅ΛΫϦΞͨ͠ʮۀඋܯ　
ΛٻΊ͍ͯ·͢ɻ
ʹඋһܯʹஔ͞Εͨݱͱ͓ͯ͠Γɺۀ産ΛकΔ͜ͱΛओͳࡒɺଞਓͷੜ໋ɺମɺۀඋܯ　
ɺۀதʹൃੜ͢Δ༷ʑͳ事ʹରͯ͠ɺҰ࣌తʹద๏ଥͳରԠΛཁ͞ٻΕ·͢ɻ͜ͷରԠΛᄉᅀ
ͷஅͰత֬ʹࣥ͢ߦΔͨΊʹɺҰൠਓͷৗࣝΛ͑ͨઐతͳٕ͕ࣝٻΊΒΕɺҰఆؒ࣌ͷ
ͷൃੜʹͭͳ͕ނΕͨ߹ʹɺॏେ事͞ࢪ͕࣮ۀඋܯҭ͕不ՄܽͱͳΓ·͢ɻ͠ɺ不దͳڭ
Γɺ社ձతʹେ͖ͳଛࣦ͕ੜ͡Δ͜ͱʹͳΓ·͢͠ɺಛʹɺෳࡶԽɺߴԽͨ͠ݱ社ձʹ͓͍ͯɺ
Ұͭؒҧ͑Δͱେنͳࡂɺ不ଌͷ事ଶΛট͘͜ͱʹͳΓ͔Ͷ·ͤΜɻ
ͼٴʹؔ͢Δࣝۀඋܯ͏ߦҭʯฒͼʹʮඞཁʹԠͯ͡ڭผۀҭʯʮڭ本جҭʹɺʮڭඋһܯ　
ٕज़ͷ্ͷͨΊͷڭҭʯʹ۠͞Ε͍ͯͯɺܯඋһʹର͢Δࢦಋڭҭɺલड़ͷͱ͓ΓܯඋۀΛద
ঢ়Ͱ͋ݱΕΔ͞ݟࢄҭጱଵ͕ڭʹࡍͷࠪݕ೦ͳ͕ΒɺཱೖͰඇৗʹॏཁͳͷͰ͕͢ɺ্͏ߦʹੑ
Γ·͢ɻࡏݱͷܯඋۀ๏ͰɺӦۀ所ʹ͓͍ͯऔΓѻ͏ܯඋۀͷ۠͝ͱʹܯඋһࢦಋڭҭऀࢿ
֨ऀূͷަΛड͚͍ͯΔऀͷத͔ΒɺʮܯඋһࢦಋڭҭऀʯΛબ͠ɺܯඋһʹର͢Δࢦಋٴͼ
ʹؔͯ͠ۀҭऀͷڭಋࢦʹै事ͤ͞Δ͜ͱ͕ܾΊΒΕ͓ͯΓ·͕͢ɺͦͷۀཆʹؔ͢Δڭ

͢る͜と࡞ಋ͠ɺͦの記Λࢦ警備員Λ࣮͖ͮج画ॻにܭ͠ɺͦの࡞画ॻΛܭಋࢦ・　
Λཧ͢る͜とࢪҭの࣮ڭ警備員ͮ͘جͼͦΕにٴ͠ɺ࡞画ॻΛܭಋࢦ・　
　・年ごとに࡞͢るॻྨɺͦのଞ警備員ڭҭの࣮ࢪに関͢る記の記ࡌに͍ͭͯཧ͢る͜と
　・警備員のࢦಋٴͼڭҭに͍ͭͯ警備業ऀにඞཁͳ助ݴΛ͢る͜と

　ͱఆΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ΘܞʹۀඋܯͰݱʹࡍ͢Δ͕ٛ͋Γɺ࣮Λۀඋܯɺґཔऀ͔Βҕୗ͞Εͨʹऀۀඋܯ　
Δܯඋһʹɺ͜ͷґཔʹԠ͑ΔͨΊʹඞཁͳઐࣝͷशಘɺྗͷ্ͳͲʹΊΔͱͱʹɺ
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໘తʹྑࣝ๛͔ͳ࣮ͳਓ֨ɺ֎໘తʹਗ਼ܿͰਖ਼ͳɺ໌շͰنͱઅͷ͋Δޠݴɺ動࡞ͳ
Ͳ͕ٻΊΒΕɺ͜ΕΒͷ͜ͱΛୡ͢ΔͨΊʹɺܯඋऀۀͷํ͕ɺܯඋһʹର͢ΔࢦಋڭҭΛదʹ
Δ͜ͱ͕ඇৗʹॏཁͰ͋Γ·͢ɻ͢ࢪ࣮
　దੑͳࢦಋڭҭΛ࣮͍ͯ͠ࢪͳ͍͜ͱʹΑΓɺҕୗઌͰͷ౪事݅ͳͲͷඇߦ事Ҋަ௨༠ಋۀத
ʹडই事ނΛΛҾ͖͜͠ى·͢ͱɺ୯ʹҕୗऀͱܯඋऀۀͷؒͷӦ্ۀͷརଛࣦʹͱͲ·Βͣɺܯ
උऀۀશମ͕社ձత৴པΛࣦ͏͜ͱʹͳΓ͔Ͷ·ͤΜɻܯඋऀۀʹର͢Δ社ձత৴པΛߴΊɺܯඋۀ
ͷ݈શͳൃలΛਤΔͨΊʹܯඋһͷ࣭ࢿΛ্ͤ͞ɺͦͷ৴པੑΛ֬อ͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͋Γɺ͜ͷ
ͨΊʹɺܯඋһʹର͢Δڭҭ͕不ՄܽͰ͋Γ·͢ɻ
ड͚ΒݟຐԽ͢ͱ͍͏Ҋ͕݅ޡΛؒ࣌ࢪҭͷ࣮ڭͰ্ɺ͠͠ɺ͍ͯͭʹؒ࣌ҭͷڭඋһܯ　
Ε·ͨ͠ɻ͜Ε·ͰଟগͷҧͰ͋Εʮࣔࢦॲʯͱͳ͍ͬͯΔҊ͕݅ຆͲͰ͕ͨ͠ɺ͜ͷͷܯ
උۀ๏نߦࢪଇͷҰ෦վਖ਼ʹΑͬͯڭҭؒ࣌ॖ͞Εɺޙࠓ͘͠ݫॳճ͔ΒͷʮӦࢭఀۀʯͱ͍͏
͜ͱ考ྀ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ͷ͔ͳͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ
ɺ͖͍ͩͨͯ͠ࢪҭΛ࣮ڭʹըతܭ͍ͯͮجʹըॻܭҭڭඋһܯ͞Εͨ࡞ҭऀͷํɺڭಋࢦ　
͍͖͍ͯͨͩͨ͠ͷͰ͢ɻ࡞ʹΛ࣮֬ࢪҭ࣮ڭ
ɻ͢·͍ࢥೝࣝͯ͠औΓΜͰ͍͖͍ͨͩͨͱ࠶ҭͷॏཁੑΛڭಋࢦ　
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ʮՐཧߨशについてʯ
ʙ ओにߨशਃํࠐ๏のมભ ʙ

ʙ Րཧऀͱ ʙ

　Րཧ੍ɺࣗΒݐࡒ産ɺ事所ɺళฮͳͲͷ٬ैۀһͷ҆શΛकΔͨΊʹɺʮࣗΒͷݐ
ࣗΒͰकΔʯͱ͍͏ೝࣝͷͱɺফ๏ୈ̔ʹ͓͍ͯɺଟͷਓ͕ग़ೖΓ͢ΔݐࣗྗͰආ
͢Δ͜ͱ͕ࠔͳਓ͕ར༻͢ΔݐͳͲͷཧݐ）ऀݪݖͷ所༗ऀ・ཧऀ・༗ऀͳͲͷ͏ͪɺ
ཧʹ͍ͭͯͷݪݖΛ༗͢Δऀ）ʹର͠ɺՐཧͷத֩Λ୲͏ՐཧऀΛબ͠ɺফܭըΛ࡞ͤ͞ɺ
ͦͷܭըʹͮ͘جফՐ・௨報・ආͷ܇࿅ͷ࣮ࢪͳͲͷՐཧ্ඞཁͳۀΛߦΘͤΔ͜ͱΛٛ
͚͍ͯ·͢ɻ
　·ͨɺࡂཧ੍ɺೆւトϥϑ地ͷൃੜςϩͷڴҖ͕ݒ೦͞ΕΔதͰɺ事ۀ所ʹ͓͚Δফ
ࡂମ੍ΛڧԽ͠ɺࣗӴফྗΛ֬อ͢ΔͨΊɺฏ 19 ݄̒ʹফ๏͕վਖ਼͞Εɺফ๏ୈ 36
ʹ͓͍ͯɺҰఆنҎ্ͷݐ地ʹΑΔՐࡂҎ֎ͷൃࡂੜ࣌ͷඃΛܰ͢ݮΔͨΊɺࡂ
ཧऀͷબɺͷ໌֬Խ͕ͳ͞Εɺฏ 21 ݄͔̒Β͞ߦࢪΕ·ͨ͠ɻ

ʲՐཧɾࡂཧ੍ʹ͍ͭͯʳ

　ՐཧऀɺՐཧͷ࠷ऴऀͰ͋ΔཧऀݪݖʹՐ্ͷཧΛऀ͏ߦͱͯ͠બ͞Ε·͢ɻ
ͭ·ΓɺՐࡂ༧ͱՐ࣌ࡂͷਓ໋ͱݐΛकΔͨΊʹରࡦΛཱͯɺ࣮ફ্͍ͯ͘͠Ͱத৺ͱͳΓ·͢ɻ

ফྩ࢘　Ԟଜ　ӳ
大阪市ফہ༧෦༧՝୲長

छՐ対ߕ ԵछՐ対

用్
ಛ定防Րରʢ˞̍ʣ

ඇಛ定
防Րରʢ˞̎ʣ

ಛ定
防Րର

ඇಛ定
防Րରࣗ力ආࠔऀ

ೖॴ社会ࢪࢱ設 ֎記Ҏࠨ

対શମの
Ԇ໘ੵ 300ᶷҎ্ 500ᶷҎ্ 300ᶷະຬ 500ᶷະຬ

対શମの
ऩ༰人һ 10 人Ҏ্ 30 人Ҏ্ 50 人Ҏ্ 30 人Ҏ্ 50 人Ҏ্

区֨ࢿ छߕ छຢԵछߕ

˞Րཧ͕ඞཁͱͳΔݐ

˞̍　ʮಛఆՐରʯͱɺホςϧɺൢചళฮٴͼපӃͳͲ不ಛఆͷਓ͕ར༻͢ΔࢪઃΛ͍͏ɻ
˞̎　ʮඇಛఆՐରʯͱɺ事所ɺڞಉॅͳͲಛఆͷਓ͕ར༻͢ΔࢪઃΛ͍͏ɻ
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ʙ ࡂཧऀͱ ʙ

ʲՐཧߨशʹ͍ͭͯʳ

　ࡂཧऀɺࡂཧͷ࠷ऴऀͰ͋Δཧ͔ऀݪݖΒͷબΛड͚ͯɺࡂʹؔ͢Δۀͷத৺త
ଘࡏͱͳΔऀͰ͋ΔͷͰɺ๏త֨ࢿΛ༗͢Δ͚ͩͰͳ͘ɺࡂཧର˞ʹ͓͍ͯࡂཧ্ඞཁͳۀ
Λదʹ͢ߦΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δཧతຢಜతͳ地Ґʹ͋Δऀͱنఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

　Րཧऀͷ֨ࢿΛಘΔͨΊͷߨश̒छྨ͋Γ·͢ɻ
ᶃߕछՐཧ৽ߨنश
　Րཧͷҙٛٴͼ੍ʹؔ͢ΔࣝٴͼٕͷशಘΛతͱͯ͠ߨ͏ߦशͰ͢ɻߨशؒ࣌
͓͓ΉͶ 10 ɻؒ࣌
ᶄԵछՐཧߨश
ߨ͏ߦͼٕͷशಘΛతͱͯ͠ٴతͳࣝૅجश事߲ͷҰ෦ͷߨशͷߨنछՐཧ新ߕ　
शͰ͢ɻߨश͓͓ؒ࣌ΉͶ̑ؒ࣌ɻ
ᶅߕछՐཧߨ࠶श
ͷऩ༰ਓһ͕ݐ　 300 ਓҎ্ͷಛఆՐରʹ͓͚ΔՐཧऀʹର͠ɺߨʹޙ࠷शͷ
՝ఔΛमྃͨ͠日Ҏ߱ʹ͓͚Δ࠷ॳͷ݄̐̍日͔Β̑ҎʹߕछՐཧߨ࠶शͷड͕ٛߨ
͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻߨश͓͓ؒ࣌ΉͶ̎ؒ࣌ɻ
ᶆࡂཧ৽ߨنश
　ࡂཧͷҙٛٴͼ੍ʹؔ͢ΔࣝٴͼٕͷशಘΛతͱͯ͠ߨ͏ߦशͰ͢ɻߨशؒ࣌
͓͓ΉͶ̐ؒ࣌ 30 ɻ
ᶇՐɾࡂཧ৽ߨنश
　ՐཧߨशͱซͤͯࡂཧߨशΛ࣮͢ࢪΔͷͰɺՐཧٴͼࡂཧͷҙٛٴͼ੍ʹ
ؔ͢ΔࣝٴͼٕͷशಘΛతͱͯ͠͏ߦͷͰ͢ɻߨश͓͓ؒ࣌ΉͶ 12 ɻؒ࣌
ᶈՐɾࡂཧߨ࠶श
　Րཧऀ੍ͱಉ༷ʹࡂཧऀʹɺߨʹޙ࠷शͷ՝ఔΛमྃͨ͠日Ҏ߱ʹ͓͚Δ࠷ॳ
ͷ݄̐̍日͔Β̑Ҏʹߨ࠶शΛड͢ߨΔඞཁ͕͋ΓɺߕछՐཧߨ࠶शͱࡂཧߨ࠶
शΛซ࣮ͤͯ͢ࢪΔ߹ɺߕछՐཧߨ࠶शٴͼߨࡂशߨ࠶शͷߨश事߲Λซͤͨͷ
Ͱ͢ɻߨश͓͓ؒ࣌ΉͶ̏ؒ࣌ɻͳ͓ɺେࢢࡕͰࡂཧͷΈͷߨ࠶श࣮͍ͯ͠ࢪ·ͤΜɻ

˞ ࡂཧରͱɺՐཧऀ͕ඞཁͱͳΔݐͷ͏ͪɺڞಉॅɺߤ空ػͷ֨ೲݿɺݿͷ༻
్Ҏ֎ͷݐͰɺ地্ 11 ֊Ҏ্ͰɺԆ໘ੵ͕̍ສฏํϝートϧҎ্ͷͷͳͲҰఆنҎ্ͷݐ
Λ͍͍·͢ɻ
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ʲՐཧߨशͷਃํࠐ法ʹ͍ͭͯʳ

˻防ՐཧߨशのਃࠐΈのํ法˼

　͜Ε·ͰͷՐཧͷߨशͷਃࠐΈɺ事લʹফॺి༧Λ͍ߦɺฏ日ͷ͔࣌̕
Β 1� ࣌ 30 ·Ͱͷؒʹফॺʹग़͍ͯਃࠐΈΛ͏ߦඞཁ͕͋Γ·ͨ͠ɻ

˔ฏ ��  �� ݄·Ͱɹ˰ɹh ফॺʱʹग़͍ͯਃࠐΈ͢Δ
　ฏ 29  12 ݄͔Βେࢠిࢢࡕਃ・ΦϯϥΠϯΞϯケートγεςムΛར༻͠ɺߕछ
Րཧ新ߨنशɺԵछՐཧߨशɺՐ・ࡂཧ新ߨنशͷ̏छྨͷՐཧߨश
ʹ͍ͭͯɺ8&# ਃࠐΈ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

˔ฏ ��  �� ݄ʙɹ˰ɹ࣍ͷ͍ͣΕ͔ʹΑΓਃࠐΈ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ
・h ফॺʱʹग़͍ͯਃࠐΈ͢Δ
ɾh ύιίϯ・εマートϑΥϯʱ͔Β 8&# ਃࠐΈ͢Δ

˞ 8&# ਃࠐΈɺফॺʹདྷॺ͢Δඞཁ͕ͳ͘ɺؒ࣌所ΛΘͣਃࠐΈ͕Ͱ͖Δ
͜ͱͰࢢຽͷརศੑΛߴΊΔϝϦット͕͋Γ·͢ɻ

 8&# ਃࠐΈͷఆһɺ֘͢Δߨशͷׂ̍ͱ͠·ͨ͠ɻ

　ฏ 29  12 ݄͔Β։ͨ࢝͠ 8&# ਃࠐΈɺฏ 29 ։࠵ͷߨशͷ͏ͪɺ8&#
ਃࠐΈͯ͢ఆһʹ౸ୡ͠ɺࢢຽ͔Βχーζ͕͋Δ͜ͱΛ֬ೝͰ͖·ͨ͠ɻ

˔ฏ �� ݄̐ʙ
　8&# ਃࠐΈʹ͍ͭͯɺࢢຽ͔Βͷχーζ͕͋Δ͜ͱΛ֬ೝͰ͖ͨ͜ͱ͔Βɺฏ 30
݄͔̐Β 8&# ਃࠐΈʹରԠ͍ͯ͠Δ֤ߨशʹ͓͍ͯɺఆһͷׂ͔̍Βׂ̎ʹ૿
ͱ͠·ͨ͠ɻ

˔ฏ ��  �� ݄ʙ
　ฏ 30  12 ݄͔Βɺࡂཧ新ߨنशɺߕछՐཧߨ࠶शɺՐ・ࡂཧ࠶
शͰߨशΛؚΊͨ̒छྨͯ͢ͷՐཧͷߨೝ͕ඞཁͳ̏छྨͷ֬֨ࢿशͱߨ 8&#
ਃࠐΈͰ͖ΔΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ
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ʲޙࠓͷՐཧߨशͷ 8&# ਃࠐΈͷऔΓΈʳ
ຽ͔Βଟ͘ͷࢢ　 8&# ਃࠐΈͷχーζ͕͋Δ͜ͱ͔Βɺޙࠓɺ8&# ਃࠐΈΛ͞Βʹ֦େ
͢Δ༧ఆͰ͢ɻ
　ͨͩ͠ɺߨशΛر͢ΔํͷதʹɺύιίϯεマートϑΥϯΛ͓ͯͬ࣋ΒΕͳ͍ํ
͍Δ͜ͱ͔Βɺফॺͷ૭ޱͰͷߨशਃࠐΈܧଓ͠·͢ɻ
Խ͠ɺͦͷڧΛࡂࣗΒ͕कΔͱ͍͏ࣗओݐ༧Λਪਐ͢ΔͨΊɺࡂɺ͞ΒʹՐޙࠓ　
ࣗओࡂͷ୲͍खͰ͋ΔՐཧऀʹɺඞཁͳ๏త֨ࢿΛऔಘ͢Δํ๏Ͱ͋ΔՐཧ
Ͱ͖ΔΑ͏ਐΊ͍͖ͯ·͢ɻࢪ࣮ʹशΛޮՌత・ޮ率తߨ

防Րཧߨशのఔに͍ͭͯɺ大阪市ফ防ہのϗーϜϖーδ͔Β֬ೝ͢る͜と͕Ͱ͖·͢ɻ

උ災部会ܯ
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2019年 ౦ژ協会ͱ大阪協会
ઃඋ報ަ会

　ຖ࣮͞ࢪΕ͍ͯΔ 	 ެ社 ) ౦ژϏϧϝϯςφϯεڠձͱ 	 Ұ社 ) େࡕϏϧϝϯςφϯεڠձͷ情報ަձ͕
̎̌ ̍̕ ̍ ݄̍ ̎̍ 日・̎ 日̎ͷ 日̎ؒͷ日ఔͰ։͞࠵Ε·͠ ͨɻ
　ઃඋཧʹؔ͢Δ情報Λ૬͢ަʹޓΔ͜ͱʹΑΓɺϏϧϝϯςφϯεۀͱ͠ ͯͷઃඋཧʹ͓͚Δ࣭ࢿͷ্
Λతͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

̍
　େࡕެԂͷࢪઃཧʹ͍ͭͯͷ֓ཁઆ໌Λࣜגձ社 /55 ϑΝγϦςΟーζ༷ΑΓ͓͖͠·ͨ͠ɻͦͷத
Ͱ̎̌ ̍̔ ݄̕ ͷ෩̎̍ ߸ʹΑΓࢪઃͷଛই・थ͕ΕΔͳͲɺਙେͳඃ͕ग़ͨͱඃࣸਅΛަ͑ͯ ͓͠
͖ɺվΊͯࣗવͷڴҖΛ࣮͢ײΔ事͕ग़དྷ·͠ ͨɻ
ఱकֳͦͯ͠ࡕɺେࢪΛֶ࣮ݟઃͷࢪ　 (20 େࡕαϛット̎ ̌̍ ̕ͷձͱ͠ ट͕དྷෂͱ͠ࠃ֤ͯ ͯ๚Εͨ
ͷؙఉԂͷܴෂؗΛֶ͠ݟ·͠ ͨɻ

̎
　౦情報ަྲྀձΛϑΥーϥムʹͯ։࠵
　֤খҕһձͷ̍ ؒͷ׆動報ࠂͷൃදΛ͍ߦ·͠ ͨɻ

大阪協会͔Βཧٕज़ௐࠪڀݚ
　౻ాҕһΑΓʮϏϧཧձ社ͷεマートԽʹ͍ͭ ʯͯεマートԽʹର͢ΔऔΓΈঢ়گ・εマートԽ͕ͨΒ͢
ͷ・Ξϯケートௐࠪ݁Ռٴͼ考ʹ͍ͭͯઆ 【໌ٕज़Ϩϙート 44 Λൃߦ】
　2019 ͷ׆動ςーマʮϏϧཧۀʹ͓͚Δηϯαーͷૅجͱݱͷ՝ʹ͍ͭͯʯ2021 ݄̏ ͷൃࢠ
Λඪߦ

会ֶݟ・मݚ
　ඦݪҕһΑΓ׆動報ࠂͱ͠ ʮͯ本੍࡞所Ԭ࡚・5050 所࡞本　ֶݟ・मݚʯͰͷլ࣎ձ社ࣜג
ͰͰϙϯϓͷ̎̐ ͨ·ɻֶݟਫஔͷΈཱͯϥΠϯͷڅ動ࣗ・ݧࢼٱؒ࣌ 5050 ձ社Ͱձ社ࣜג
ͷྺ࢙・ఔͷֶݟΛͨͬߦɻ
　ͦͯ͠ ͳͬͯʹྫ߃ ͍Δຖ݄̔ͷిؾ༻҆શ݄ؒʹ߹Θͤ ʮͯฏ 30 　த෦ۙـ産ۀอ҆ಜ෦ۙ
ɻ参Ճਓ͕લΑΓ33࠵शձΛ։ߨʯͷࡦͱ҆શରނ事ؾ෦ͷిࢧـ ໊ଟ͍ 92 ໊ͷํʹडߨ͍ͨɻ

ઃඋอશ部会

෦会長ɹถᖒ　ษ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ
ઃඋอશ部会

ઃඋอશۀڀݚ
　
　ډҕһΑΓʮઃඋอશϦεΫݮʹؔ͢Δௐࠪڀݚʯͱ͠ ʹؔΘΔΞϯケー࡞ͷ（事ྫ͔ΒֶͿނ事ؾిͯ）
トௐࠪΛ࣮ࢪ【ٕज़Ϩϙート 43 Λൃߦ】
　̎̌ ̍̕ ͷ׆動ঢ়گͱ͠ ͯ空ௐ・څഉਫઃඋͷ事ނ事ྫʹ͍ͭͯΞϯケートௐࠪͷ࣮ࢪɻൃࡏݱੜͨ͠事ྫ
ʹ͍ͭͯੳΛਐΊ͓ͯΓɺࠓٕज़ϨϙートࢠΛൃߦɻ
༺ҭڭઃඋͷ҆શؾిͨ·　 %7% ΛେࡕϏϧϝϯςφϯεڠձͱͯ͠ߪೖ͠ɺϨϯタϧαーϏεΛ࣮͢ࢪΔ
事ʹͨ͠ɻ

　౦ڠژձ͔Βٕज़ઐҕһձ　ҏ౻ҕһɺ্࣭ઐҕһձ　ࠤ౻ҕһɺڭҭݚमઐҕһ　Ӭҕһ͕
ॱ׆࣍動報ࠂΛͨͬߦɻ
　ՊձΛςーマผʹձΛҠ動ͯ͠ શମͰ】ࢪ࣮ 85 】

ɹテʔϚ �ɺ��ʮϏϧཧձ社ͷεマートԽʹ͍ͭͯʯେڠࡕձਐߦ : த௩ҕһ

ɹテʔϚ �ɺ��ʮۀ্࣭ʹ͓͚Δ֤社ͷऔΓΈ 	 事ྫ )ʯ౦ڠژձਐߦ : ҕһ౻ࠤ

ɹテʔϚ �ɺ��ʮϦεΫݮͷͨΊͷ事ނ事ྫ　空ௐ・څഉਫʯେڠࡕձਐߦ : ډҕһ

　֤Պձͱʹ͍ؒ࣌Ͱ͋Γ·͕ͨ͠ɺΞϯケート݁Ռͷൃදɺ֤ҕһͷൃ׆ͳҙߦ͕ަݟΘΕɺ༰ͷ
ೱ͍͕ٞߦΘΕͨɻ

શମ౼ٞ
　（ςーマͷ·ͱΊ）【શମͰ̍ ̑】

ɹテʔϚ ɺ̍େڠࡕձ　ཱҕһ
ɹテʔϚ �ɺ౦ڠژձ　ڮߴҕһ
ɹテʔϚ �ɺେڠࡕձ　ాதҕһ

　　　　　　　　　　　　　͕֤ςーマͷ·ͱΊൃදΛͨͬߦɻ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

ɹࢍॿ会ੈ人会��݄��ʢਫʣɺ大阪ビルメンテナンス協会ͷ͋ΔށߐງϑίΫੜ໋ビルʹͯϛχ
లࣔ会ͱߨश会Λ։͍ͨ͠࠵·ͨ͠ɻ

　ձຖ 3 ճϛχలࣔձͱߨशձΛ։͓ͯ͠࠵Γɺେڠࡕձ͕ށߐງϑίΫੜ໋ϏϧҠసޙ 2 ճͷ։
ճɺདྷऀࠓͷ࠵ 28 社 52 ໊ͷ͝参ՃΛ͖گͷ͏ͪʹߦΘΕ·ͨ͠ɻ
　8 ֊ͷߨशձͰ 3 ෦ߏͰɺୈ 1 ෦͕日本ਫॲཧ᷂ۀʮΞεϕεトੳ・ରࡦʹؔ͢Δߨशձʯୈ
2 ෦͕ケϧώϟージϟύϯ᷂ʮࠓ本ʹ͠ͳ͍ͱ͍͚ͳ͍ಇ͖ํվֵʙ日ৗਗ਼ͷਓख不ղফɺੜ産ੑͷ
ޮ率ɺ࿑ಇͷܰݮʙʯୈ 3 ෦͕γーόΠΤε᷂　ʮ༉ԚΕͰͨͬࠔͱ͖ͷʮࠐ͚ۦΈࣉʯʙηϥϛッΫタΠ
ϧͷ新ϝϯςφϯεఏҊʙʯͷߨश͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻ
　8 ֊ϛχలࣔձձͰɺܭ 3 社ग़ల͞Ε·ͨ͠ɻケϧώϟージϟύϯ᷂ʮࠓ本ʹ͠ͳ͍ͱ͍͚ͳ͍ಇ
͖ํվֵʙ日ৗਗ਼ͷਓख不ղফɺੜ産ੑͷޮ率Խɺ࿑ಇͷܰݮʙʯɺଂԦ産᷂ۀలࣔ༰ʮΧーペットͷ
ચড়ʹ͍ͭͯʯɺγーόΠΤε᷂లࣔ༰ʮ༉ԚΕͰͨͬࠔͱ͖ͷʮࠐ͚ۦΈࣉʯʙηϥϛッΫタΠϧͷ新ϝ

श会ߨ

賛助会ੈਓ会

ϛニలࣔ会・ߨश会の։࠵報告

Լ　ॏޫࢁ　ॿ会දੈ人ࢍ
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0#.委員会・部会活動ใࠂ

ϛχలࣔ会 ͷָ͓͠Έநબ会ޙश会͕ऴྃͨ͠ߨ

श会ߨ

श会ߨ

賛助会ੈਓ会

ϯςφϯεఏҊʙʯͱςーマ͚͞Εͨలࣔ༰Ͱ
ͨ͠ɻ
ɺಉձʹָ͓ͯ͠Έநʹޙशձ͕ऴྃͨ͠ߨ　
બձ͕ߦΘΕେมΓ্͕Γ·ͨ͠ɻ
　͝དྷऀΞϯケート 40 ໊༷ͷํʹ͝هೖ͍ͨ
͖ͩɺͦͷதʹɺձઃඋͷࢦޚఠ͋Γ·ͨ͠
͕ɺࠓճͷΑ͏ͳ新γεςム・新ٕज़ͷߨशձɺ࣮
ԋΛ݉Ͷͯͷਗ਼・ચড়ࡎૅجࣝվΊͯۀ࡞
ޮ率ԽͷษڧʹͳͬͨͷײΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

शձྩ2（2020）3݄10ߨճͷϛχలࣔձͱ࣍
日（Ր）ʹ ։࠵க͠·͢ɻ
ϛχలࣔձ
　　ΠϯςッΫειϦϡーγϣϯ᷂ɺ
　　ԣ༉᷂ۀࢷɺ
　　ケϧώϟージϟύϯ᷂ɺ
शձߨ
　　ケϧώϟージϟύϯ᷂ɺ
　　ԣ༉᷂ۀࢷɺ
　　日本ਫॲཧ᷂ۀ
ͳͲͱͳ͓ͬͯΓ·͢ɻ;Δͬͯօ༷ͷޚ参ՃΛΑ
Ζ͓͍͘͠͠ئ·͢ɻ
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ɹʢ一社ʣؔڥ։ൃηンλʔʢ̠̠̘ʣ法ఆݚमΛத৺ʹɺビルメンテナンスۀʹؔ͢Δ
༷ʑͳݚम会ͷ࣮ࢪɺݚम༻ࡐڭͷൃߦΛ௨ͯ͡ɺै事ऀͷօ༷ͷϨϕルΞοϓͱۀاͷൃల
ɻ͢·͍ͯ͠ݙߩʹ
ɹྩݩ݄̔ʹܯඋۀ法نߦࢪଇ͕一෦վਖ਼͞Εɺܯඋһڭҭͷ͕ؒ࣌มߋʹͳΓ·͠ ͨɻ
มߋͷ༰ͱ߹Θͤͯɺ̘̠̠ޙࠓͰ࣮͢ࢪΔڭҭʹ͍ͭͯ͝Ҋ͠·͢ɻ

KKC通信

　ྩ和ݩ年݄̔ �0 日、ܯඋۀ๏نߦࢪଇのҰ෦をվਖ਼するֳྩが੍ఆされ、ಉ日ߦࢪされました。

̍ վਖ਼されたنଇ
　ᾇ ܯඋۀ๏نߦࢪଇ　　　ᾈ ܯඋ員のݕఆにؔするنଇ

̎ վਖ਼の֓要
　ᾇ ܯඋۀ๏نߦࢪଇ

ɾܯඋ員のڭҭؒ࣌数のม更ʢԼهは、Ұൠのܯඋ員のڭҭؒ࣌数ʣ

　৽任ڭҭɿ20 数を౷߹ʣؒ࣌ҭのڭ務別ۀҭとڭ本جҎ上ʢؒ࣌

ҭɿ10ڭ任ݱ　 数を౷߹、年度ごとʣؒ࣌ҭのڭ務別ۀҭとڭ本جҎ上ʢؒ࣌

ɾܯඋ員ڭҭにおける講ٛのํ๏の֦大

。う講ٛのํ๏をೝΊることとされましたߦして༺௨信ճઢをؾి　

　ただし、ಉํ๏は、

　　　ɾड講者が本ਓであるかどうかを֬ೝできるものであること

　　　ɾड講者のड講のঢ়گを֬ೝできるものであること

　　　ɾड講者のܯඋۀ務にؔするࣝのशಘのঢ়گを֬ೝできるものであること

　　　ɾ࣭ٙԠのػ会が֬อされているものであること

　　のཁ݅のいͣれにも֘当するものにݶります。

　ᾈ ܯඋ員のݕఆにؔするنଇ

　　　ɾۭߓอ安ܯඋۀ務ٴͼࡶ౿ܯඋۀ務におけるஔج४のݟし

　　　　ॴのൣғ۠Ҭを特ఆするに当たり、̞̘̩のٕज़のར༻ঢ়گをצҊできることとされました。

ଇのҰ部վਖ਼についͯن行ࢪ法ۀඋܯ

現ڭҭのڭҭ時間数（新چൺֱ）

ʲڭҭ時間数のࢉग़方法ʳ
ᶃ ໔আのنఆをडけͣ、ج本ڭҭٴͼۀ務別ڭҭの྆ํをߦうඞཁがある߹は、ڭҭؒ࣌数を౷߹。
ᶄ ڭҭのස度を、年に̍度のڭҭ期ごとから、نߦݱଇのվਖ਼લの̍年ごとにม更。
ᶅ ߦݱで年度ごとに 1� ଇのվਖ਼લʢ年度ごとにنߦݱ、数をؒ࣌ҭڭඋ員のܯҎ上ඞཁなؒ࣌ 10 ݱҎ上ʢؒ࣌

のߦ 1� の 10ʣʣにॖ。
ᶆ ᶅを౿ま͑、ۀ務別ڭҭのΈඞཁなܯඋ員にରするڭҭؒ࣌数を、ͦれͧれ 1� の 10ʢ˞ʣにॖ。

˞ ׂりれない߹、�0 Ҏ上̍ؒ࣌ະຬの数があるときは̍ؒ࣌にり上͛、�0 ະຬの数がある
ときはりࣺてしたؒ࣌とする。
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˙ ̠̠̘のޙࠓのڭҭ予ఆ
　̠̠̘は「ܯඋۀ๏のղऍӡ༻ج४」にنఆされた෦֎࣮ڭࢪҭとして、ܯඋۀ者にΘり๏ఆڭҭを࣮ࢪして

います。ͦの༰はܯඋۀ๏نߦࢪଇୈ̏̔にنఆされたڭҭ߲ࣄにͮجくものです。

　	 ରɿࢪઃܯඋを୲当するݱ任ܯඋ員ʢػցܯඋۀ務をআくʣ


① ྩݩ度
　ྩ和̎年݄̎と݄̏に、ج本ڭҭ̍ۀ、ؒ࣌務別ڭҭ̍ؒ࣌のؒ࣌̎ܭのڭҭを࣮ࢪします。ड講された̎ؒ࣌の

。をଈ日ަします「明ॻূࢪҭ࣮ڭ」

② ྩ̎度
　ྩ和̎年度のޙに、ج本ڭҭ̐ۀ、ؒ࣌務別ڭҭ̒ؒ࣌のؒ࣌̌̍ܭのڭҭをෳ数ճ࣮ࢪする༧ఆです。ͦれͧ

れ別日でઃఆし、全̍̌ؒ࣌のड講、あるいはج本ڭҭのΈ、ۀ務別ڭҭのΈなど֤ࣾのঢ়گに߹Θせてご参加くだ

さい。ड講されたؒ࣌の「ڭҭ࣮ূࢪ明ॻ」をଈ日ަします。

関環境開発センター 検ࡧ 63-   IUUQT���XXX�CNLLD�PS�KQ

ʙ ֤ ݚ म ։ ࠵ ༧ 定 の  ̏ϱ݄લに։ ߨ Ҋ ΛϗーϜϖーδにܝ ͢·͠ࡌ
ৄ ։ࡉ ߨ Ҋ にてご֬ ೝͩ͘さい ʙ

ҭ۠ɹڭ

ɹܯඋһͷ۠

ʳߦݱҭʲڭݱ ҭʲ৽ʳڭݱ վਖ਼نଇͷ�
֘จ�

ʲنଇୈ ���
ୈ �߲ʳجຊڭҭ ҭڭผۀ ҭڭຊج ҭڭผۀ

Ұൠͷܯඋһ�	 ҭͷ໔আͷରڭ
ͱͳΒͳ͍ܯඋһ 


ʢڭҭظʣ
͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌�

ʢڭҭظʣ
͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌�

͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌�� දͷҰͷ߲

�ڃ�ۀඋܯ
໌ূ֨߹ఆͷݕ
ॻͷަΛ
ड͚͍ͯΔऀ

֘ݕఆۀʹ
ब͍͍ͯΔ߹ ໔আ ໔আ ໔আ ໔আ பॻ

֘ݕఆۀ
Ҏ֎ʹब͍ͯ
͍Δ߹

໔আ
ʢڭҭظʣ
͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌�

໔আ ͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌� දͷೋͷ߲

�ڃ�ۀඋܯ
໌ূ֨߹ఆͷݕ
ॻͷަΛ
ड͚͍ͯΔऀ

֘ܯඋۀʹ
ब͍͍ͯΔ߹ ໔আ

ʢڭҭظʣ
͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌�

໔আ ͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌� දͷೋͷ߲

֘ݕఆۀ
Ҏ֎ʹब͍ͯ
͍Δ߹

໔আ
ʢڭҭظʣ
͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌�

໔আ ͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌� දͷೋͷ߲

ҭڭಋࢦඋһܯ
ऀূऀ֨ࢿ
ͷަΛ
ड͚͍ͯΔऀ

֘ܯඋۀʹ
ब͍͍ͯΔ߹ ໔আ ໔আ ໔আ ໔আ பॻ

֘ۀ֨ࢿ
Ҏ֎ʹब͍ͯ
͍Δ߹

໔আ
ʢڭҭظʣ
͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌�

໔আ ͝ͱʹ
Ҏ্ؒ࣌� දͷೋͷ߲

	 ˞Ԭܯݝ本෦ϗーϜϖーδより 
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γーόΠΤス株式会社ɹେࢧࡕళ
)1ΞυϨス	 http://cxs.co.jp/
࿈ɹབྷɹઌ 	 〒532︲0003　大阪市淀川区宮原3丁目5︲24　新大阪第一生命ビル7F
	 TEL：06︲6392︲1531　FAX：06︲6395︲2770

OBM賛助会コーナー
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株式会社サχΫϦーϯۙـ
)1ΞυϨス	 http://www.sanikleen-kinki.co.jp
࿈ɹབྷɹઌ	 〒564︲0043　吹田市南吹田５丁目14番29号
	 TEL：050︲3538︲3290　FAX：06︲6385︲5908

サニクリーン近畿

業務用クリーングッズ業務用クリーングッズ

ユニフォームレンタルユニフォームレンタル

プロのおそうじプロのおそうじ

オートライフオートライフ

サニクリーンは「レンタル」「リサイクル」などの
システムをとおして、資源の有効活用を目指し、
人と自然にやさしいサービスと商品を
お届けしています。

サニクリーンは「レンタル」「リサイクル」などの
システムをとおして、資源の有効活用を目指し、
人と自然にやさしいサービスと商品を
お届けしています。

77



7�

賛
助
会
コ
ー
ナ
ー

ϖϯΪϯϫοΫス株式会社ɹେࢧࡕళ
)1ΞυϨス	 http://www.penguinwax.co.jp/
࿈ɹབྷɹઌ 	 〒537︲0021　大阪市東成区東中本3丁目10番14号
	 TEL：06︲6973︲9131　FAX：06︲6976︲1456
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ϢγϩԽֶۀ株式会社ɹେࢧࡕళ
)1ΞυϨス	 http://www.yushiro.co.jp
࿈ɹབྷɹઌ	 〒573︲0005　枚方市池之宮３丁目５番１号
	 TEL：072︲848︲7211　FAX：072︲848︲7220
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�ؙे株式会社�
)1ΞυϨス	 http://www.maluju-fuku.co.jp
࿈ɹབྷɹઌ	 〒551︲0031　大阪市大正区泉尾２丁目３番３号
	 TEL：06︲6552︲3921　FAX：06︲6554︲8778

製造・物流 一貫システム
丸十服装ALBiC

丸十服装のユニフォームは製造直販にこだわります。
生産機能、提案力、価格力、物流機能は業界トップクラス。

国内紡績メーカー

海外紡績メーカー

仕入れ1 海外・国内 提携工場2 刺繍3

自社物流センター4 アフターケア5

国内、海外の紡績メーカーと緊密な
連動をとっています。生地ロット・生
地種類・コストに応じて効率的に調
達。

日本、中国、ベトナム、タイ等の工
場と長期にわたり提携。国内外の生
産工場を一括管理し、高品質・コス
トダウン・短納期を実現。

先端技術を駆使した自動刺繍機を
自社物流センター内に導入。
高水準の加工を短納期・小ロットで
実現。

自社ブランドをはじめとする全て
の製品を一括在庫管理し、全国の
お得意様に迅速かつ万全に配送。

納入後も問題点の解決などアフ
ターケアに努め、また新しい提案に
よって常にお得意様のご満足を推
進。
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ΠΧϦফಟ株式会社ɹେࡕΦϑΟス
)1ΞυϨス	 http://www.ikari.co.jp
࿈ɹབྷɹઌ 	 〒542︲0076　大阪市中央区難波5︲1︲60	なんばスカイオ15階
	 TEL　06︲6636︲2741　FAX　06︲6636︲2720
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株式会社�ສཱ
)1ΞυϨス	 h t tp : //www.manryu .com
࿈ɹབྷɹઌ 	 〒582-0020　大阪府柏原市片山町13番59号
	 TEL　072-977-0898　FAX　072-977-0899



　明けましておめでとうございます。

　「OBMこみゅにけ～しょんず　新年号」をお届けします。令和になって初めてのお正

月、皆様はいかがお過ごしでしょうか。

　本年は、待ちに待った東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。

オリンピックスタジアムの設計が変更されたり、マラソンコースが東京から札幌に変更

されたりするなどの迷走が伝えられていますけれど、今夏は東京オリンピック開催国と

しては、「負けられない熱い戦い」に勝ち抜き、メダル獲得ラッシュを期待しております。

　昨年のラグビーワールドカップでは、日本列島に沢山のにわかファンが誕生しました

が、オリンピックで世界レベルの競技をじかに見て、日本人選手が活躍すれば普段見る

ことのない競技でも大いに盛り上がることは間違いありません。

　大阪・関西万博の開催準備が具体的になってきました。この大阪・関西万博やおそら

く大阪に決定するだろうと言われています IR（統合型リゾート）に向けて、大阪ビル

メンテナンス協会が中心となって、安全で健康的な環境の提供と先進的なメンテナンス

を提案していきます。

　また、当協会と大阪府とで大規模災害時などで避難所等衛生維持・清掃指導を行うと

した災害協定を昨年 11月に締結しました。環境衛生に対する社会的責任も増して、当

協会並びに協力企業がどのような状況においても連絡がとれる体制を構築する必要が不

可欠となってきました。

　当協会として「持続可能な開発目標（SDGs）」についても、前向きに取り組んでまい

ります。クラウドサーバーやQRコードを使い計測ミスを防ぎ効率化を図り、AI ロボッ

トの導入推進と言った「未来社会の実験場」や特定技能の伝承を行い国内外の多様な人

材の登用をしながら、ビルメンテナンス業界の品質向上を続けていくことが重要です。

　今回の「こみゅにけ～しょんず」は、「次世代ビルの IoT、AI の活用について」、「2025

年大阪・関西万博の成功に向けて」といった今注目されているテーマについて特集して

おります。

　会員企業の皆さまとともに発展していくため、様々な協会活動を通じて会員企業の皆

様のサポートをしていきたいと考えておりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

編集後記

広報委員会

副 会 長	 北川　　卓
委 員 長	 笹岡　之洋
副委員長	 山西　正修 　山辺　靖彦　  

委 員	 篠部　哲弘　服部　哲也　   
 福田　和哉　李　　泰倫
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